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歯止めのかからない出生数減少に憶う

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年

の
日
本
人
の
国
内
出
生
数
が
、
86
万
４
千

人
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
出
生
数
が
１
０
０
万
人
を

切
り
、
わ
ず
か
３
年
で
の
90
万
人
割
れ
は
、
１
８
９
９
年
の
統
計
開
始
以
来
初
め
て

で
、
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
想
定
以
上
で
す
。
し
か
も
減
少
率
は
前
年
比
５
．９
２

％
で
あ
り
、
５
％
を
超
す
減
少
率
は
１
９
８
９
年
以
来
30
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
出

生
数
が
90
万
人
に
満
た
な
い
の
は
、
明
治
13
年
以
来
実
に
１
３
９
年
ぶ
り
の
出
来
事

で
す
。
当
時
の
人
口
は
約
３
，７
０
０
万
人
で
し
た
か
ら
、
人
口
千
対
の
出
生
率
は

２
４
．１
も
あ
り
、
現
在
の
３
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

新
元
号
に
あ
や
か
っ
た
令
和
婚
や
令
和
ベ
ビ
ー
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
の

婚
姻
件
数
の
前
年
比
２
倍
の
増
加
は
あ
り
ま
し
た
が
、
通
年
で
は
前
年
比
０
．５
９
％

減
の
58
万
３
千
組
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
大
き
な
要
因
は
未
婚
者
の
増
加

で
す
。
そ
の
背
景
に
は
若
者
の
経
済
基
盤
の
弱
さ
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
難
し
さ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
女
性
が
家
事
・
育
児
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
む
ワ
ン
オ
ペ
に
よ
る
負

担
も
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
正
社
員
の
夫
と
専
業
主
婦
の
妻
を
前
提
と
し
た
昭
和

モ
デ
ル
の
制
度
や
文
化
が
現
状
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
に
結
婚

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
す
る
願
望
が
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
男
女
と
も

結
婚
や
出
産
で
失
う
も
の
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
族
を
も
つ
こ
と
に
不
安
を

も
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
に
家
族
形
成
か
ら
の
逃
亡
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
若
い
世
代
が
安
定
的
な
仕
事
を
得
ら
れ
る
よ
う
就
労
支
援
を
す
る
こ
と
が

大
切
と
な
り
ま
す
。
長
時
間
労
働
を
見
直
し
、
働
く
場
所
や
時
間
の
選
択
肢
を
増
や

す
こ
と
も
必
要
で
す
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
を
解
消

し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代

や
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
へ
の
対
策
は
、
成
果
が
出
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、

直
ち
に
少
子
化
を
解
消
す
る
よ
う
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
の
少
子
化
で
、

そ
も
そ
も
親
と
な
る
年
代
の
人
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
や
出
産
を
望
む
か
は

も
ち
ろ
ん
個
人
の
選
択
で
す
。
婚
外
子
が
２
％
前
後
で
あ
る
わ
が
国
の
現
状
で
は
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
し
な
い
で
子
ど
も
を
も
つ
こ
と
は
考
え
に
く
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
出
産
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
事
実
婚
の
み
な
ら
ず
未
婚
で
あ
っ
て
も
、
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
女
性
が
子
ど
も
を
産
め
な
い

社
会
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
、

希
望
出
生
率
１
．８
％
に
つ
な
げ
る
の
は
政
治
の
責
任
で
す
。

『清流の国ぎふ』づくり一層の深化

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
岐
阜
県
政
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
岐
阜
県
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

自
然
災
害
や
「
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）」
へ
の
対
応
な
ど
、
防
災
・
防
疫
体
制
の

一
層
の
強
靭
化
に
向
け
意
を
強
く
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
２
０
２
０
年
を
「
観
光
ビ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
」
と
位
置
づ
け
、「
清
流
長
良
川

あ
ゆ
パ
ー
ク
」「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」
な
ど
の
観
光
交
流
拠
点

の
創
出
、
岐
阜
ゆ
か
り
の
武
将
「
明
智
光
秀
」
が
主
人
公
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
映
に
合
わ
せ
た
県
内
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
、
岐
阜
県

の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
準
備
を
進
め
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
引
き
続
き
「
危
機
管
理
対
策
」
と
国
内
外
へ
の
「
魅
力
発
信
」
に

重
点
を
置
く
ほ
か
、
地
方
創
生
へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
２
０
１
９
年
に

策
定
し
た
「『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、「
人
づ
く
り
」「
地

域
づ
く
り
」「
魅
力
と
活
力
づ
く
り
」
の
３
つ
を
柱
に
、『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』
づ
く
り

を
一
層
深
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
人
づ
く
り
」
で
は
、
人
材
育
成
拠
点
の
活
用
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
向
け
た
研
修
な
ど

に
よ
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
多
様
な
主
体
の
社
会
参
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
」
で
は
、
防
災
・
減
災
対
策
や
Ｃ
Ｓ
Ｆ
対
策
の
強
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
、
医
療
・
福
祉
の
連
携
・
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「
魅
力
と
活
力
づ
く
り
」
で
は
、「
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
」
を
開
館
す
る

関
ケ
原
古
戦
場
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
で
注
目
を
集
め
た
明
智

光
秀
ゆ
か
り
の
地
な
ど
に
よ
る
「
戦
国
武
将
観
光
エ
リ
ア
」
の
構
築
や
、
杉
原

千
畝
生
誕
１
２
０
年
・
命
の
ビ
ザ
発
給
80
年
を
契
機
と
し
た
「
人
道
観
光
」
の

促
進
な
ど
、
特
色
の
あ
る
広
域
周
遊
観
光
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
エ
ン
ジ
ン
０
１
ｉｎ
岐
阜
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
０
な
ど
の
機
会
に
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
と
魅
力

発
信
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
魅
力
的
な
岐
阜
県
の
発
信
・
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
・

ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長  

吉
村 

泰
典

岐
阜
県
知
事

古
田
　
肇 

3 ごあいさつ



令
和
元
年
11
月
26
日
（
火
）
午
後
6
時
か
ら
、

例
年
と
同
様
、
千
代
田
区
飯
田
橋
（
九
段
下
）

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
東
京
岐
阜
県
人
会
総
会
及
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
冒
頭
、
吉
村
会
長
か
ら
「
日
本
の
年

間
出
生
数
の
１
０
０
万
人
割
れ
が
続
き
、
岐
阜

県
の
人
口
も
２
０
０
万
人
割
れ
と
な
っ
て
い
る

中
、
当
会
の
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
の
活
動
を
強

化
し
、
若
い
世
代
の
勧
誘
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

各
委
員
会
の
努
力
で
減
少
の
底
が
見
え
て
き
た

が
、
引
き
続
き
本
日
ご
来
場
の
皆
様
の
ご
支
援

を
賜
り
た
い
」
旨
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
次
い

で
同
会
長
が
議
長
と
な
り
、
八
木
新
幹
事
長
よ

り
①
事
業
実
績
・
計
画
、
②
収
支
決
算
・
収
支

予
算
、
③
役
員
選
出
等
の
提
出
議
案
の
説
明
が

あ
り
、
慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
満

場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
役
員
選
任
で
は
、
多
方
面
で
ご
活
躍
の

理
事
6
名
、
評
議
員
１
名
の
県
出
身
者
の
方
々

に
新
た
に
役
員
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
当
県
人
会
の
運
営
や
会
員
増
強
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

午
後
6
時
30
分
か
ら
懇
親
会
に
移
り
ま
し

た
。
吉
村
会
長
の
挨
拶
で
は
、
当
日
帰
国
の

途
に
つ
か
れ
た
ロ
ー
マ
法
王
の
素
晴
ら
し
い

ス
ピ
ー
チ
と
笑
顔
に
触
れ
ら
れ
、
ま
た
、
大

東京岐阜県人会 令和元年度 
総会・懇親会が開催されました

4令和元年度 総会・懇親会



河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
麒
麟
は
古
代
中
国
の
時
代
か
ら

「
瑞ず

い
じ
ゅ
う獣
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
大
切
に
し
た
い
と
の
お
話
を
、
ご
自

身
の
「
岐
阜
愛
」
を
交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
古
田
県
知
事
の
ご
挨
拶
は
、
昨
年
当
会
を
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ

レ
ラ
）
の
対
応
で
欠
席
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
力
の
こ
も
っ
た

内
容
の
濃
い
も
の
で
し
た
。
懸
案
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
も
全
国
に
先
駆
け
て
約

4
万
頭
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
し
一
段
落
し
た
と
の
こ
と
、
昨

年
の
朝
ド
ラ
「
半
分
、
青
い
。」
の
舞
台
が
第
9
回
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
こ
と
、
奥
飛
騨
・
平
湯

温
泉
が
「
第
2
回
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
「
集
め

た
額
」
で
は
な
く
、「
使
い
途
（
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館

で
の
教
育
）」
が
評
価
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
ま
た
同
博
物
館
が
本
年

5
月
に
来
館
者
50
万
人
を
達
成
し
、
米
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
国
立
航

空
宇
宙
博
物
館
等
世
界
の
同
様
の
博
物
館
に
肩
を
並
べ
た
と
自
負
し

て
い
る
こ
と
、
旧
「
日
本
昭
和
村
」
が
「
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
」
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
郡
上
の
「
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー

ク
」
共
々
盛
況
で
あ
る
こ
と
、「
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
」
が

建
築
途
上
に
あ
る
こ
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
大
統
領
が
現
職
国
家
元
首

と
し
て
初
め
て
来
岐
、
八
百
津
町
の
「
杉
原
千
畝
記
念
館
」
で
献
花

さ
れ
た
こ
と
、
美
濃
和
紙
が
和
紙
産
地
で
唯
一
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
状
素
材
に
採
用
さ
れ
、
現
在
１
７
，６
０
０

枚
の
製
造
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
村
で
食
材
が
提
供
で
き
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
を
満
た
す
手
法
の
導

入
を
県
内
で
積
極
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
８

市
町
が
協
働
し
て
ブ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と
、
来
年
の
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
０
」
を
盛
り
上
げ
全
国
か
ら
の
来
岐
者

を
も
て
な
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者

が
１
４
８
万
人
と
な
り
伸
び
率
が
全
国
１
位
で
あ
っ
た
こ
と
等
々
、
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令和2年度

総会・懇親会開催のお知らせ

日　時 令和2年 11月17日（火）　
総　会： 18時～18時20分　　

懇親会： 18時30分～20時30分
ホテルグランドパレス
（東京都千代田区飯田橋１丁目１番地１号）

会員・非会員を問わず、お一人様８千円

令和2年 7月11日（土）　
 13時30分～
都道府県会館　101会議室
（東京都千代田区平河町2丁目6番3号）

会　場

参加費

県
内
各
所
で
頑
張
っ
て
お
り
、
風
水
害
や
Ｃ

Ｓ
Ｆ
を
乗
り
超
え
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
各
Ｈ
Ｐ
ご
参
照
）

会
場
に
は
、
多
く
の
会
員
を
は
じ
め
、
県

選
出
及
び
県
出
身
の
国
会
議
員
、
地
元
市
町

村
長
な
ど
来
賓
の
方
々
に
も
多
数
お
越
し
い

た
だ
き
、
総
勢
２
５
０
名
を
超
え
る
盛
大
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
美
濃
市
出
身
の
女
流

講
談
師
神
田
京
子
師
匠
。
平
成
11
年
に
2
代

目
神
田
山
陽
に
入
門
後
、
数
々
の
舞
台
で
活

躍
さ
れ
、
平
成
26
年
に
は
真
打
ち
に
昇
進
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
岐
阜
に
ゆ
か
り
の

「
山
内
一
豊
の
妻
」
を
演
じ
て
い
た
だ
き
、
立
身

出
世
に
は
、
本
人
の
努
力
と
と
も
に
周
り
か
ら

の
応
援
が
大
切
で
あ
る
と
の
お
噺
で
、
多
く
の

来
場
者
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。
講
談
へ
の
注
目

が
増
す
中
、
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
会
場
と
な
る
ホ
テ
ル
に
は
、
特
別

に
岐
阜
県
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
沢
山

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
県
内
の
牛
・
地

鶏
・
鹿
の
「
ロ
ー
ス
ト
揃
い
踏
み
」
で
来
場

者
の
食
欲
を
大
い
に
刺
激
し
ま
し
た
。
酒
蔵
の

多
い
岐
阜
県
ら
し
く
各
地
の
地
酒
も
個
性
を

競
い
ま
し
た
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
冑
が

並
べ
ら
れ
る
な
ど
大
河
ド
ラ
マ
を
盛
り
上
げ

た
ほ
か
、
国
内
生
産
の
3
分
の
2
以
上
を
担

い
歌
舞
伎
も
支
え
る
「
和
傘
」
作
り
へ
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
呼
び
か
け
は
「
モ

ノ
作
り
」
県
と
し

て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
し
た
。

午
後
8
時
半
、
余

韻
を
残
し
な
が
ら
懇

親
会
は
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。
各
市
町

村
か
ら
の
多
く
の
ご

恵
贈
品
・
お
土
産
品

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

第12回 東京岐阜県人会講演会・懇親会 

夏のイベントのお誘い

※詳細は、追ってご案内します。お問い合わせは事務局まで

日　時

会　場

懇親会ゲスト：講談師 神田京子氏
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ドラマに登場する岐阜市ゆかりの武将光秀、道三、信長にスポットを当て、
出演者のインタビューとメイキング映像を織り交ぜ、

3面の大型4Kモニターと5.1ｃｈの迫力あるサウンドでドラマを紹介

麒麟がくるドラマシアター

次回予告など

再現！麒麟がくる当時の楽市の再現、
ドラマの世界を体感
できるコンテンツなど

もっと知りたい
体験！戦国時代

歴史博物館収蔵品展示
戦国時代の岐阜城（稲葉山城）や、土岐氏、
斎藤氏、織田氏と岐阜の関わりを伝える展示
（ルイス・フロイス像、南蛮屏風等の展示）

ドラマを彩る
衣装の制作過程などを紹介

麒麟がくる　制作の舞台裏

山頂からの鳥瞰ジオラマと
新たに制作した信長公居館コンテンツと

連動した映像を投影

ようこそ　稲葉山城へ

ドラマに登場する道三の
広間セットを忠実に再現！
あなたも道三になった気分で
写真撮影できます！！

体感　道三の館

2019　NHK ENTERPRISES.INC.
※パースはイメージです。
C

信長エリア

道三エリア

麒麟がくる　岐阜　大河ドラマ館
（岐阜市歴史博物館2階）
麒麟がくる　岐阜　大河ドラマ館
（岐阜市歴史博物館2階）

光秀エリア

休憩所休憩所

麒麟がくる　岐阜 大河ドラマ館・光秀横丁

光秀エリア

麒麟がくる 岐阜 大河ドラマ館に加えて岐阜市歴史博
物館前の「光秀横丁」には、岐阜ならではの土産品、飲
食等を販売する「みやげもん処（土産品販売所）や「う
まいもん処（飲食店）」が開設されています。

信長エリア
岐阜城（稲葉山城）・岐阜城資料館

織田信長が9年間にわたり天下統一の拠点とした岐阜
城では、城下町や城づくりなど、織田信長の想いに
フォーカスした展示が行われています。最上階からは
360度の大パノラマを一望でき、戦国時代を駆け抜けた
信長が見た景色に思いを馳せることができます。また、
岐阜城資料館では、織田信長の等身大リアルフィギュ
アなどフォトスポット満載の展示が行われています。

道三エリア
金華山ロープウェー山麓駅
加藤栄三・東一記念美術館

金華山ロープウェー山麓駅では、大河ドラマに登場する
斎藤道三の等身大リアルフィギュアや道三ゆかりの品な
ど、道三に関する展示が行われています。また加藤栄
三・東一記念美術館では、「斎藤道三」や「岐阜」にちな
んだ伝統文化を体験できるワークショップを開催してい
ます。（毎週日曜日　午後1時〜3時/先着順）

岐阜公園
金華山一帯
マップ

花のミュージアム

大河ドラマ「麒麟がくる」の放送に合わせて、 ドラマの主人公明智光秀ゆかりの県内３市（岐阜市、可児市、恵那市）にオープンしました。各館ごとに
展示内容がちがい、それぞれ楽しめます。戦国 時代にタイムスリップしたような気分で、武将たちと一緒にドラマの世界を歩いててはいかがでしょうか。

　可児市で生まれたと伝えられる明智光秀と、ともに戦国の世を駆け抜けた名だたる戦国武将たちを
ドラマの名場面と合わせて紹介。また、大河ドラマ館開館に合わせ「明智光秀博覧会2020 in 可児市 
－Akechi Expo2020－」として光秀の生涯を追うＶＲゲームや戦国グルメが体験できるイベントも開催
します。

麒麟がくる

　メイキング映像を使用したドラマシアターや、ドラマに登場
した衣装や小道具の展示、迫力満点のスタジオ再現セット「道
三の館」など大河ドラマの世界を体験できるコンテンツが目
白押し。さらに、戦国時代の岐阜城（稲葉山城）や、土岐氏・
斎藤氏・織田氏らと岐阜の関わりを伝える歴史博物館所蔵品も
展示しています。

岐阜県内に「大河ドラマ 館」３館が、2021年1月11日（月・祝）までの期間限定でオープン！

　出演者の等身大パネルによるフォトスポット、ドラマに登場する衣装展示、撮影風景や出演者のメイキング映像などのドラマシアターを通して
明智光秀の魅力や大河ドラマの世界観を表現。同時に大正ロマン館において、迫力ある山城をジオラマや織田対武田の攻防戦など、初心者
でも山城の魅力をわかりやすく体感できる特別展「明智光秀が生きた東美濃戦国史－山城を巡る攻防－」を開催中です。

麒麟がくる ぎふ恵那 大河ドラマ館麒麟がくる ぎふ恵那 大河ドラマ館

明智光秀公御霊廟（供養塔）

柿本人麻呂社と
明智光秀公
手植えの楓
万葉の歌人柿本人麻呂
を祭神とする。文武を志
す光秀公が社前に楓を
植えたとされています。 如意輪観音菩薩像

明智光秀公産湯の井戸（落合砦）

明智光秀公学問所と
天神神社

享禄元年（1528年）3月10日、ここで光秀公が
生まれたとの伝承があり、その産湯として使われ
たとされる井戸が現在も残っています。

光秀公が若かりし頃、京都嵯
峨天龍寺の雲水・勝恵という学
僧を招き、ここで学問に精進し
たと言われています。

於牧の方の
墓所

麒麟がくる ぎふ可児 大河ドラマ館麒麟がくる ぎふ可児 大河ドラマ館
か に

◀西ゲート

西駐車場

花フェスタ記念公園

西駐車場

↑可児御嵩ICへ

東駐車場

花のタワー
花トピア

東ゲート

西ゲート

世界のバラ園

花のミュージアム

イベントホール

大河ドラマ館
かっこいい！ 戦国武将 明智光秀

明智光秀が生きた時代
光秀ゾーン

戦マルシェゾーン
戦国時代を食べる、買う

戦国時代を楽しむ
戦国イベントゾーン

●開館時間 /午前9時～午後5時　●お問合せ / TEL .058-201-3838

●開館時間 /午前9時～午後5時　●お問合せ / TEL0574-60-5531 ●開館時間 /午前9時～午後5時　●お問合せ / TEL .0573-54-3944

麒麟がくる 岐阜 大河ドラマ館麒麟がくる 岐阜 大河ドラマ館

ドラマに登場する衣装や小道具を展示大河ドラマ館（大正ロマン館）

©2019 NHK ENTERPRISES.INC. 
※パースはイメージです。　

東美濃の山城や合戦を紹介する特別展

登場人物の紹介、相関図、エピソードなどの紹介
ドラマに登場する衣装や小道具などの展示

美濃三傑 麒麟がくるの世界

8「麒麟がくる」大河ドラマ館
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　岐
阜
が
金
の
御
朱
印
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
金
の
御
朱
印
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
の
毎
月
最
終
金
曜
日
と
別
途
指
定
さ
れ
た
日
し
か
授
与
さ
れ
な
い
特
別

な
御
朱
印
で
す
。
岐
阜
市
金
町
に
あ
る
金
神
社
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
金
の
御
朱
印

が
授
与
さ
れ
る
寺
院
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お
り
、
今
後
も
増
え
て
い
く
よ
う
で
す
。

　金
の
御
朱
印
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
成
功
例
の
取
り
組
み
と
し
て
、
経

産
省
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　金
神
社
は
岐
阜
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
あ
り
、
古
く
か
ら
金
運
招
福
・
商

売
繁
盛
の
神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
多
い
時
で
は
五
時

間
以
上
並
ぶ
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま
す
。
金
の
御
朱
印
を
頂
く
為
に
全
国

か
ら
参
拝
客
が
集
ま
り
、
活
気
が
あ
る
の
で
す
。
金
神
社
以
外
の
寺
院
で
の
待
ち
時

間
は
も
っ
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　御
朱
印
帳
は
、
寺
院
に
よ
っ
て
可
愛
い
も
の
や
龍
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
な
ど
様
々

あ
っ
て
悩
み
ま
す
が
、
金
神
社
の
御
朱
印
帳
は
金
色
に
輝
い
て
目
立
ち
ま
す
。
私
は

金
の
御
朱
印
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト

し
た
い
の
で
、
金
神
社
の
も
の

に
し
ま
し
た
。

　私
が
初
め
て
御
朱
印
を
頂
い

た
の
は
朝
か
ら
雨
の
日
で
し
た
。

午
後
、
金
神
社
に
並
び
御
朱
印

帳
と
御
朱
印
を
頂
き
ま
し
た
。

雨
の
お
陰
で
待
ち
時
間
が
短
く
、

三
十
分
く
ら
い
で
し
た
。
一
日

で
全
て
の
寺
院
を
巡
る
の
は
難

し
い
の
で
、
帰
省
す
る
際
に
御

朱
印
を
少
し
ず
つ
集
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　み
な
さ
ん
も
御
朱
印
を
集
め

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

金神社の御朱印帳金神社の金の御朱印

岐
阜
で
金
が
あ
つ
い
！

和
田

　瞳

き
ん

糸
引
き
工
女
の
映
画
「
あ
ゝ
野
麦
峠
」
に

よ
り
、
女
工
哀
史
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
す
る

方
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
今
回
の
展
示

は
、
飛
騨
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
２
年
間
の

糸
引
き
工
女
と
飛
騨
の
製
糸
業
の
史
実
調
査

を
基
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
女
工
哀
史
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
展
示
で
あ
っ
た
。
展
示

は
、
５
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
容
の
大

要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

旧
吉
城
郡
に
は
、
明
治
中
頃
か
ら
大
正
初

期
に
か
け
て
古
川
町
や
神
岡
町
を
中
心
に
、

ピ
ー
ク
時
に
は
50
余
り
の
器
械
製
糸
工
場
が

あ
っ
た
が
、
交
通
網
な
ど
の
発
達
の
遅
れ
に

よ
り
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
こ

の
時
期
、
長
野
県
の
岡
谷
・
諏
訪
地
方
は
、

諏
訪
式
繰
糸
機
の
発
明
な
ど
に
よ
り

日
本
の
製
糸
業
の
中
心
地
と
し
て
急

激
に
発
展
し
、
工
場
の
県
外
へ
の
進

出
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
中
で
旧
吉
城
郡
を
は
じ
め
飛

騨
の
女
性
た
ち
は
、
長
野
県
や
愛
知

県
な
ど
全
国
の
製
糸
工
場
へ
糸
引
き

稼
ぎ
に
出
て
近
代
日
本
の
製
糸
業
を

支
え
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

工
女
の
仕
事
の
中
心
で
あ
る「
繰
糸
」は
、

繊
細
で
集
中
力
の
い
る
大
変
な
仕
事
で
あ
っ

た
。
仕
事
の
出
来
が
常
に
評
価
さ
れ
賞
罰
に

よ
っ
て
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
厳
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
工
場
で
は
、
夜
間
や
休

日
に
「
裁
縫
」
や
「
算
盤
」、「
国
語
」
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
岡
谷
で
は
、
娯
楽

施
設
と
し
て
、明
治
43
年
に
常
設
劇
場
の「
岡

谷
座
」、
健
康
管
理
と
し
て
平
野
製
糸
共
同

病
院
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
次
第
に
福
利
厚

生
慰
安
施
設
や
健
康
管
理
へ
目
が
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
５
年
の

工
場
法
の
施
行
に
よ
り
労
働
時
間
の
短
縮
、

月
２
回
の
休
日
な
ど
労
働
環
境
の
改
善
が
図

ら
れ
た
。

１
年
間
の
工
場
勤
務
を
終
え
、
年
末
に
持

ち
帰
っ
た
工
女
た
ち
の
賃
金
は
、
家
族
に
深

く
感
謝
さ
れ
一
家
の
家
計
を
大
い
に
助
け
、

ひ
い
て
は
飛
騨
の
経
済
を
潤
し
た
。例
え
ば
、

明
治
44
年
の
旧
吉
城
郡
の
出
稼
ぎ
工
女
１
，

７
４
４
人
の
取
得
賃
金
は
、
６
４
，０
０
６
円

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
旧
吉
城
郡
全
体
の
町

村
の
歳
入
額
の
36
％
に
相
当
す
る
大
変
大
き

な
額
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
工
女
た
ち
が
全
国
各
地
の
工

場
か
ら
結
核
な
ど
の
病
気
を
飛
騨
へ
持
ち
込

み
、
ま
た
工
場
間
で
の
激
し
い
工
女
の
争
奪

に
よ
る
工
女
や
農
村
の
風
紀
の
乱
れ
な
ど
の

問
題
が
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

大
正
９
年
頃
に
各
町
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

岐
阜
県
の
指
導
の
も
と
、
町
村
当
局
、
工
女

の
保
護
者
、
工
女
等
に
よ
り
「
工
女
組
合
」

を
組
織
し
対
処
し
た
。
工
女
の
争
奪
を
防
ぐ

た
め
、
工
女
組
合
が

雇
用
の
窓
口
と
な

り
、
申
し
込
み
が
一

本
化
さ
れ
、
工
女
へ

の
雇
用
の
斡
旋
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
健
康
管
理
の

面
で
は
、
帰
郷
中
、
各

小
学
校
で
の
健
康
診
断

の
実
施
、
補
習
教
育
の

面
で
は
１
月
頃
、
各
小

学
校
で
修
身
や
裁
縫
、

国
語
の
授
業
を
実
施
、
知

徳
の
涵
養
に
務
め
た
。

こ
う
し
た
地
域
挙
げ
て

の
取
り
組
み
は
、
工
女

が
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
か
け
が

え
の
な
い
社
会
的
存
在
で

あ
っ
た
証
で
あ
る
。

工
女
の
体
験
談
や
展

示
内
容
か
ら
、
地
域
の
大

き
な
支
え
に
感
謝
し
な
が

ら
、
将
来
の
飛
騨
地
域
の

担
い
手
と
し
て
良
妻
賢
母

を
目
指
し
て
前
向
き
に
生

き
て
い
こ
う
と
す
る
姿
が

表
現
さ
れ
て
お
り
、
工
女

へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に

で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

（
飛
騨
市
歴
史
文
化
調
査
室

 

調
査
員 

田
端 

德
弘
）

糸
引
き
工
女
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
た 

　    

　 

飛
騨
市
美
術
館
の
『
愛
し
の
糸
引
き
工
女
展
』  

～
地
域
の
大
切
な
存
在
、将
来
の
担
い
手
と
し
て
前
向
き
に
生
き
た
糸
引
き
工
女
～

2019年11月23日（土）  ▶  2020年1月19日（日）

愛
し
の

糸
引
き

工
女
展

―近代日本の製糸業を支えた飛驒の女性たち―

主催:飛驒市教育委員会　協力 :岡谷蚕糸博物館、株式会社 宮坂製糸所

[ 開館時間 ]   9：00～17：00（入場は 16:30 まで）　[休 館 日 ]   月曜日（月曜日が祝日の場合、翌平日）　
[入  館  料 ]   一般200円（高校生以下無料）　※障がい者手帳の交付を受けている方と20名以上の団体は20％割引
　　　　　　　 第３日曜日は家族ミュージアムの日として入館無料

写真上「選繭場　　岡谷製糸」(岡谷蚕糸博物館蔵) 写真下「工女さんによる繰糸」(大正期)(岡谷蚕糸博物館蔵)

旧町村の出稼ぎ工女数
年 古川町 国府村 細江村 小鷹利村 河合村 坂上村 坂下村 袖川村 船津町 阿曾布村 上宝村 合		計

明治44年 345 458 153 191 114 103 40 45 140 70 85 1,744
大正12年 443 452 244 227 226 142 68 105 317 239 184 2,647
昭和 5年 318 378 199 212 242 136 73 97 328 190 107 2,280

10飛騨市美術館 「愛しの糸引き工女展」



　岐
阜
が
金
の
御
朱
印
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
金
の
御
朱
印
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
の
毎
月
最
終
金
曜
日
と
別
途
指
定
さ
れ
た
日
し
か
授
与
さ
れ
な
い
特
別

な
御
朱
印
で
す
。
岐
阜
市
金
町
に
あ
る
金
神
社
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
金
の
御
朱
印

が
授
与
さ
れ
る
寺
院
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お
り
、
今
後
も
増
え
て
い
く
よ
う
で
す
。

　金
の
御
朱
印
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
成
功
例
の
取
り
組
み
と
し
て
、
経

産
省
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　金
神
社
は
岐
阜
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
あ
り
、
古
く
か
ら
金
運
招
福
・
商

売
繁
盛
の
神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
多
い
時
で
は
五
時

間
以
上
並
ぶ
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま
す
。
金
の
御
朱
印
を
頂
く
為
に
全
国

か
ら
参
拝
客
が
集
ま
り
、
活
気
が
あ
る
の
で
す
。
金
神
社
以
外
の
寺
院
で
の
待
ち
時

間
は
も
っ
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　御
朱
印
帳
は
、
寺
院
に
よ
っ
て
可
愛
い
も
の
や
龍
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
な
ど
様
々

あ
っ
て
悩
み
ま
す
が
、
金
神
社
の
御
朱
印
帳
は
金
色
に
輝
い
て
目
立
ち
ま
す
。
私
は

金
の
御
朱
印
を
コ
ン
プ
リ
ー
ト

し
た
い
の
で
、
金
神
社
の
も
の

に
し
ま
し
た
。

　私
が
初
め
て
御
朱
印
を
頂
い

た
の
は
朝
か
ら
雨
の
日
で
し
た
。

午
後
、
金
神
社
に
並
び
御
朱
印

帳
と
御
朱
印
を
頂
き
ま
し
た
。

雨
の
お
陰
で
待
ち
時
間
が
短
く
、

三
十
分
く
ら
い
で
し
た
。
一
日

で
全
て
の
寺
院
を
巡
る
の
は
難

し
い
の
で
、
帰
省
す
る
際
に
御

朱
印
を
少
し
ず
つ
集
め
て
い
き

た
い
で
す
。

　み
な
さ
ん
も
御
朱
印
を
集
め

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

金神社の御朱印帳金神社の金の御朱印

岐
阜
で
金
が
あ
つ
い
！

和
田

　瞳

き
ん

11 会員投稿 「岐阜で金があつい！」



さ
れ
た
。
内
部
に
は
、
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架

上
で
死
去
し
た
後
御
母
マ
リ
ア
が
そ
の
亡

骸
を
膝
に
受
け
て
瞑
想
す
る
姿
を
現
し
た
サ

ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
に
あ
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
Ｐ
ピ
　
エ
　
タ

ｉ
ｅ
ｔ
ａ
像
の
原
寸
大
レ
プ
リ
カ

が
あ
る
。

一
行
は
そ
の
後
、
永
青
文
庫
に
向
か
っ

た
。
永
青
文
庫
は
、
旧
熊
本
藩
主
細
川
家
の

第
16
代
細
川
護
立
が
１
９
５
０
年
設
立
し
、

１
９
７
２
年
か
ら
一
般
公
開
を
開
始
し
て

い
る
美
術
館
で
あ
る
。
細
川
家
伝
来
の
美
術

品
、
歴
史
資
料
、
護
立
自
身
の
蒐
集
品
な
ど

を
収
蔵
、
展
示
し
て
い
る
。
運
営
主
体
は
公

益
財
団
法
人
永
青
文
庫
で
、
現
在
の
理
事
長

は
元
内
閣
総
理
大
臣
で
第
18
代
当
主
で
あ

る
細
川
護も

り
ひ
ろ煕
氏
で
あ
る
。

一
行
は
そ
の
後
、
永
青
文
庫
か
ら
下
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
肥
後
細
川
庭
園
に
向
か
っ
た
。

同
公
園
は
か
つ
て
新
江
戸
川
公
園
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年
3
月
、
公
募
に

よ
り
現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。
同
公
園

一
帯
は
江
戸
時
代
以
降
、
旗
本
の
邸
地
と
な

り
、
幕
末
に
、
旧
熊
本
藩
主
細
川
越
中
守
の

下
屋
敷
と
な
っ
た
。
１
９
６
１
年
９
月
、
都

立
公
園
と
し
て
開
園
し
た
後
、
１
９
７
５
年

文
京
区
に
移
管
さ
れ
た
。
公
園
を
散
策
中
、

他
の
来
場
者
か
ら
「
何
の
集
ま
り
で
す
か
。」

と
聞
か
れ
、「
県
人
会
」
だ
と
答
え
る
と
「
熊

本
県
人
会
で
す
ね
。」
と
返
さ
れ
た
。
熊
本

に
ゆ
か
り
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う

に
誤
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
一
行
は
神
田
上
水
取
水
跡
を
経

て
関
口
芭
蕉
庵
に
向
か
っ
た
。
江
戸
時
代
を

代
表
す
る
俳
人
松
尾
芭
蕉
は
、
有
名
な
紀
行

「
奥
の
細
道
」
で
結
び
の
地
が
現
在
の
岐
阜

県
大
垣
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岐
阜
県
ゆ
か

り
の
人
物
で
あ
る
。
芭
蕉
は
２
度
目
の
江
戸

入
り
の
後
、
１
６
７
７
年
か
ら
3
年
間
こ
の

地
に
住
ん
だ
。

一
行
は
そ
の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｔテ

　
フ
ｅ
Ｆ
で

ラ
ン
チ
を
し
、
そ
の
後
希
望
者
が
近
く
の
鳩

山
邸
を
訪
れ
た
。  　
　

  

　
（
会
員 

石
川
雅
啓
）

〜
秋
の
東
京
散
歩
〜

２
０
１
９
年
11
月
16
日
（
土
）
東
京
。
快

晴
。
気
温
17
、
８
度
。
こ
の
よ
う
な
絶
好
の

散
歩
日
和
の
中
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
東
京

散
歩
が
行
わ
れ
た
。
午
前
10
時
30
分
に
待
合

せ
場
所
の
椿
山
荘
フ
ロ
ン
ト
に
集
合
す
る

と
、
２
０
１
８
年
12
月
1
日
（
土
）
に
東

京
岐
阜
県
人
会
レ
デ
ィ
ス
倶
楽
部
主
催
で

開
か
れ
た
「
岐
阜
人
ゆ
か
り
の
東
京
巡
り
」

で
好
評
だ
っ
た
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
石
島
豊

子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
今
回
も
ま
た

こ
の
方
に
ガ
イ
ド
を
し
て
頂
け
る
の
か
と

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
、
ご
本
人
は
喉
を
や

ら
れ
て
声
が
全
く
出
ず
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

の
関
谷
弘
子
さ
ん
が
代
役
を
務
め
る
と
い

う
。
関
谷
さ
ん
は
小
柄
な
が
ら
大
変
な
強
脚

の
持
ち
主
で
誰
よ
り
も
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
、
こ
の
あ
と
参
加
者
の
皆
を
驚
か
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
ガ
イ
ド
そ
の
も
の
も

石
島
さ
ん
と
同
じ
く
分
か
り
や
す
く
大
変

好
評
で
あ
っ
た
。

一
行
は
ま
ず
椿
山
荘
か
ら
道
路
を
渡
っ

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
東
京
カ
テ
ド
ラ

ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
を
訪
れ
た
。
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
は
１
８
９
９
年
、

聖
母
仏
語
学
校
『
玫ま

い
か
い瑰
塾
』
の
付
属
聖
堂
と

し
て
建
て
ら
れ
、
１
９
０
０
年
に
関
口
小
教

区
の
聖
堂
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
時

の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
１
９
４
５
年
に
焼

失
し
た
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
教
区

の
支
援
に
よ
り
、
１
９
６
４
年
12
月
、
故
丹

下
健
三
氏
の
設
計
の
現
在
の
建
物
が
再
建

レ
デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部

親
睦
委
員
会

ゴ
ル
フ
会

大
栄
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
令
和
元

年
10
月
6
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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D
X
委
員
会

昨
年
の
総
会
で
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

た
D
X
委
員
会
で
す
。
D
X
と
は
聞
き

な
れ
な
い
方
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（D
igital Transform

ation

）の
略
語
。そ

れ
で
も
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
言
葉
で
す
が
、

分
か
り
や
す
く
言
う
と
『
県
人
会
の
運
営
を

さ
ら
に
効
率
化
す
る
た
め
に
最
新
の
便
利

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
情
報
通
信
技
術
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ
、
技
術
を
利
用

し
や
す
い
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
。』
と
い

う
趣
旨
で
す
。
ス
マ
ホ
の
普
及
と
と
も
に
幅

広
い
世
代
で
交
遊
の
手
法
が
変
わ
っ
て
来

て
い
る
中
、
県
人
会
で
も
そ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

を
お
値
打
ち
に
効
果
的
に
使
っ
て
、
県
人
会

の
発
展
に
結
び
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
令
和
2
年
度
は
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
改
革
、
様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
の
情
報
発

信
の
実
現
を
考
え
て
い
ま
す
。
行
く
行
く
は

岐
阜
県
お
よ
び
県
内
企
業
・
団
体
と
の
生
き

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
岐
阜
県
人
会

と
会
員
の
価
値
向
上
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
貴
重
な
ア
イ
デ
ア
・
ご
提
案
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
縁
の
あ
る
方
に

気
軽
に
入
会
の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
登
録
は
、郵
送
、フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ<

http://w
w

w
.apgifu.

net/inform
ation.htm

l>

を
ご
覧
下
さ
い
。

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
魅
力
の
一

つ
で
す
し
、
年
次
総
会
後
の
懇
親
会
で
の
豪

華
な
シ
ョ
ー
や
岐
阜
県
関
連
の
国
会
議
員
・

知
事
・
市
町
村
長
そ
の
他
著
名
人
・
旧
友
と

の
交
流
、
岐
阜
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
毎
年
の
楽

し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
を
通
じ
て
、
郷
土
の
歴

史
や
名
所
を
再
認
識
し
た
り
、
郷
土
の
物
産

を
再
発
見
し
た
り
、
同
郷
の
方
々
と
の
親
交

を
深
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の
皆

様
の
東
京
で
の
日
常
の
生
活
に
彩
り
を
添

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
ギ
フ
ネ

ッ
ト
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
東
京
岐
阜
県

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ<

http://w
w

w
.

apgifu.net/report.htm
l>

で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
の
入
会
資
格
は
、
岐
阜

県
出
身
者
の
み
な
ら
ず
岐
阜
県
と
何
ら
か
の

ご
縁（
例
え
ば
、近
親
者
が
岐
阜
県
出
身
者
で

あ
る
、
岐
阜
県
内
で
の
就
学
又
は
勤
務
経
験

が
あ
る
等
）
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
は
、
引
き
続
き

幅
広
い
入
会
者
の
募
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
会
員
数
は
、
令
和
2
年
1
月
24
日
現

在
で
個
人
会
員
６
２
８
名
（
法
人
会
員
は
27

社
）
で
す
が
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
健
全
な

発
展
の
た
め
に
は
更
な
る
会
員
の
増
強
が

最
重
要
で
す
。

　

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
は
、
在
京
岐
阜

サ
ミ
ッ
ト（
在
京
高
校
同
窓
会
そ
の
他
の
在

京
同
窓
団
体
が
出
席
）
を
通
じ
た
在
京
同
窓

諸
団
体
と
の
連
携
強
化
の
ほ
か
、
東
京
岐
阜

県
人
会
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
に
よ
り
、
入
会
勧
誘
活
動
を
機
動
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
具
体
的
な
活
動
は
、
直

近
2
年
間
で
青
年
部
委
員
会
と
共
同
し
て
、

砧
公
園
で
の
花
見
大
会（
平
成
30
年
4
月
7

日
、
平
成
31
年
3
月
30
日
）、
焼
肉
大
会（
平

成
30
年
6
月
15
日
、
8
月
23
日
、
10
月
11
日
、

令
和
元
年
6
月
15
日
、11
月
10
日
）、東
京
ド

ー
ム
で
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
観
戦（
平

成
30
年
7
月
15
日
）
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
を
通
じ
て
東
京
岐
阜

県
人
会
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
会
員
増

強
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
は
、年
2
回
の
会
報
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」

の
無
料
配
布
を
は
じ
め
、
協
賛
店
舗
で
の
優

待
割
引
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
（
年
次
総
会
後
の

懇
親
会
、
講
演
会
、
勉
強
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
、
囲
碁
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
）
へ
の

参
加
と
い
っ
た
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
関
係
を
拡
げ

広
報
委
員
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
を
増
強

し
、
会
員
相
互
の
交
流
と
情
報
共
有
を
推

進
で
き
る
よ
う
に
、
ギ
フ
ネ
ッ
ト
の
定
期

刊
行
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
発

信
は
ネ
ッ
ト
も
重
要
な
チ
ャ
ネ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
紙
の
媒
体
も
特
有
の
価

値
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
東
京
岐
阜
県
人

会
の
活
動
、
岐
阜
県
の
「
今
」、
そ
し
て

岐
阜
県
出
身
の
方
々
の
ご
活
躍
や
在
京

各
高
校
同
窓
会
活
動
状
況
等
、
楽
し
く
有

用
な
情
報
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

定
期
的
に
開
催
す
る
編
集
会
議
で
は
、

メ
ン
バ
ー
に
て
コ
ン
テ
ン
ツ
の
収
集
・
検

討
・
選
定
、
そ
し
て
原
稿
の
執
筆
・
精
査
・

作
成
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
編
集
会
議
も
楽
し
く
実
施
し
ま
し
た
。

今
号
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
・
ル
ー
ト
岐
阜
県
版
や
、
麒
麟
が
く

る
（
明
智
光
秀
の
大
河
ド
ラ
マ
）
関
連
情

報
、
そ
し
て
岐
阜
県
の
金
の
御
朱
印
入
手

場
所
情
報
等
、
旬
の
情
報
も
お
届
け
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

な
お
、
こ
れ
は
、
と
い
う
情
報
を
お
持

ち
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

質
の
高
い
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
、次
号
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
報
委
員
会

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会・青
年
部
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吉村 泰典

閑
話

休
題

　

虐
待
を
受
け
る
な
ど
し
て
親
元
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど

も
が
、
日
本
に
は
約
4
万
4
千
人
も
い
ま
す
。
8
割
が

施
設
で
暮
ら
し
、
里
親
家
庭
で
育
つ
子
ど
も
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
は
、
実
の
親
と
暮

ら
せ
な
い
子
ど
も
を
預
か
る
里
親
や
自
分
の
子
ど
も
と

し
て
育
て
る
特
別
養
子
縁
組
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
は
、
里
親
委
託
率
を
50
～
75
％
に
、

年
間
約
６
０
０
人
の
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
を
1
千
人

以
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
事
情
で
親
元
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
育

て
る
責
任
は
社
会
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
は
、
子

ど
も
を
守
り
育
て
る
こ
と
へ
の
あ
ら
ゆ
る
公
的
支
援
が

手
薄
で
、
個
人
や
家
族
の
持
ち
出
し
や
努
力
に
頼
っ
た

ま
ま
で
す
。
親
元
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
多
く
は
、

児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
4
割
近
く

の
子
ど
も
が
虐
待
を
理
由
に
親
元
を
離
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
背
景
に
は
経
済
的
な
問
題
が
大
き
く
横
た
わ
っ
て

い
ま
す
。
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
を
保
護
す
る
児
童
相

談
所
の
調
査
で
も
、
虐
待
の
要
因
の
約
5
割
は
家
庭
の

経
済
的
困
難
と
不
安
定
な
就
労
に
あ
る
と
報
告
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
防
止
や
自
立
支
援
な
ど
、

社
会
的
養
護
に
か
け
る
予
算
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
わ

が
国
の
予
算
の
比
率
は
、
ド
イ
ツ
の
10
分
の
1
、
ア
メ

リ
カ
の
１
３
０
分
の
1
で
す
。
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
の

職
員
1
人
に
対
す
る
子
ど
も
の
比
率
も
、
1
対
５
．５
と

社
会
が
育
て
る
必
要
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
間
の
質
の
格
差
も
問
題
で

す
。
日
本
の
児
童
養
護
施
設
は
、
90
％
以
上
が
民
営
で

公
的
支
援
が
少
な
く
、
施
設
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
へ
の

ケ
ア
の
質
に
差
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
暮
ら
す
の
が
難
し
く
、
社
会
的
な
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
が
育
つ
場
は
、
こ
れ
ま
で
施
設
に
大
き
く

頼
っ
て
い
ま
す
。
児
童
相
談
所
が
保
護
し
た
後
、
里
親

家
庭
で
生
活
す
る
子
の
割
合
は
欧
米
主
要
国
で
は
5
～

9
割
で
す
が
、
日
本
は
2
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
国
は
里

親
や
特
別
養
子
縁
組
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

途
中
で
子
ど
も
の
養
育
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
知
識
を
蓄
積
し
て
い
て
い
る
施
設

は
、
里
親
で
は
受
け
止
め
き
れ
な
い
よ
う
な
子
ど
も
や
、

施
設
で
の
生
活
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
す
場

と
し
て
必
要
で
す
。
ケ
ア
の
質
の
差
が
で
き
な
い
よ
う

な
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
里
親
委
託
を
増
や
し
て

も
施
設
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。

　

そ
も
そ
も
わ
が
国
で
は
、
子
ど
も
が
い
る
世
帯
ほ
ど

生
活
が
苦
し
く
な
り
、
貧
困
に
陥
り
や
す
い
環
境
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。
自
己
責
任
論
が
幅
を
利
か
せ
る
わ
が

国
で
は
、
貧
困
や
子
育
て
の
行
き
詰
ま
り
も
、
親
の
責

任
に
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
環

境
に
よ
る
格
差
を
縮
め
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
や
家
庭

に
対
す
る
政
策
全
体
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

14閑話休題「社会が育てる必要のある子どもたち」
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『
お
前
ら
は
、
俺
ら
の
息
子
み
た
い
な
も
ん
や
か

ら
』。

　

私
が
こ
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
の
は
、
熊
本
で
の

こ
と
で
あ
る
。
私
は
大
学
の
活
動
で
年
に
2
回
ほ
ど
、

熊
本
地
震
の
復
興
活
動
で
熊
本
を
訪
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
出
逢
っ
た
、
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
会
長

か
ら
こ
う
声
を
か
け
ら
れ
た
。
僕
ら
は
年
に
2
回
し

か
お
手
伝
い
で
き
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
温
か
い

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
、
僕
は
い
つ
も
強

く
胸
を
打
た
れ
る
。

　

熊
本
地
震
は
２
０
１
６
年
4
月
に
発
生
し
た
。
前

震
と
本
震
の
2
度
に
わ
た
る
恐
ろ
し
い
揺
れ
に
よ
り
、

熊
本
城
は
崩
れ
落
ち
、
人
々
は
厳
し
い
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
は
仮
設
住
宅

か
ら
新
居
で
の
生
活
へ
の
移
行
が
進
む
真
っ
最
中
で

あ
る
が
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
そ
う
し
た
引
っ
越
し

作
業
は
一
苦
労
で
あ
る
。
引
っ
越
し
の
手
配
や
人
手

を
確
保
す
る
こ
と
は
誰
も
が
出
来
る
わ
け
で
は
な
く
、

な
か
な
か
頼
み
だ
せ
な
い
人
も
い
る
。
そ
う
い
っ
た

存
在
の
人
々
に
と
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
き
な

支
え
に
な
り
得
る
。
震
災
か
ら
4
年
が
経
と
う
と
す

る
今
、
熊
本
で
は
新
た
な
助
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

　

私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
会
長
は
、
こ
の
よ
う
に
今
の
熊
本
に
起
き
て

い
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
る
。
そ
こ
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
た
人
に
は
、
復
興

の
良
い
面
も
そ
う
で
な
い
面
も
伝
え
た
い
、
と
い
う

想
い
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
こ
で
出
逢
う

人
は
家
族
の
一
人
な
の
だ
と
口
に
し
て
い
た
。
少
し

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
口
調
で
は
あ
る
が
、
実
感
の
こ

も
っ
た
声
か
ら
零
れ
る
そ
の
言
葉
は
、
き
っ
と
本
心

な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
方
自
身
は
、
１
９
９
５
年
に
神
戸
で
阪
神
淡

路
大
震
災
を
経
験
さ
れ
て
い
る
。
10
代
の
頃
、目
の
当

た
り
に
し
た
あ
ま
り
に
無
惨
な
街
の
姿
を
、
た
だ
見

て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
か

ら
20
年
。
た
ま
た
ま
仕
事
で
訪
れ
た
熊
本
で
、地
震
が

発
生
し
た
。
あ
の
時
何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
を
思

い
返
し
、
そ
の
日
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
熊
本
の
街
を
駆

け
巡
っ
た
の
だ
と
い
う
。
本
当
は
1
日
だ
け
で
や
め

よ
う
と
思
っ
た
が
、街
の
方
か
ら
『
明
日
も
来
て
く
だ

さ
い
』
と
言
わ
れ
、今
ま
で
復
興
支
援
を
続
け
て
き
た

の
で
あ
る
。

　
「
人
生
は
い
つ
ど
こ
で
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
紡
が
れ
た
出
逢
い
を
大
切
に
し
よ
う
」

―
そ
の
生
き
様
は
、
私
た
ち
に
こ
う
語
り
か
け
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
声
は
、
普
段
の
私
た
ち
に
は
決
し

て
伝
わ
る
こ
と
は
な
い
。
仮
設
住
宅
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
や
瓦
礫
の
撤
去
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
は
伝
わ
っ

て
も
、
個
の
声
は
ほ
と
ん
ど
拾
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
過

ぎ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

近
年
は
相
次
ぐ
自
然
災
害
が
発
生
し
、
そ
の
度
に
や

る
せ
な
い
想
い
が
胸
を
締
め
つ
け
る
。
何
か
力
に
な
れ

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
自
分
に
問
い
か
け
て
み
た
り
も
す

る
。
力
に
な
る
の
は
難
し
い
か
ら
、
せ
め
て
忘
れ
な
い

よ
う
に
と
想
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
本

当
に
そ
う
想
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
簡
単

に
口
に
し
て
し
ま
う
「
被
災
者
と
寄
り
添
う
」
と
は

一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
被
災
者
」
と
は

誰
の
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
…
。

　

私
た
ち
は
も
っ
と
個
の
声
を
拾
い
集
め
よ
う
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
に
大
勢
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
個
の
声
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
か
ら
で
し
か
、
本
当
の
想
い
や
真
の
復
興
は
見
え

て
こ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

災
害
に
遭
っ
た
人
々
を
「
被
災
者
」
と
ひ
と
ま
と
め

に
す
る
こ
と
は
単
純
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
々
と
「
寄

り
添
う
」
と
口
に
す
る
こ
と
も
簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
は
も
っ
と
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
。
そ
う
し
た
複

雑
さ
や
分
か
り
に
く
さ
と
向
き
合
う
こ
と
が
、
私
た
ち

に
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
大
学
入
学
後
、
熊
本
だ
け
で
は
な
く
、
福

島
県
飯
舘
村
や
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
地
区
も
訪
れ
た
。 

そ
こ
で
出
逢
う
一
人
ひ
と
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

が
あ
る
。
そ
れ
は
東
京
で
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る

だ
け
で
は
決
し
て
知
る
こ
と
の
な
い
人
生
で
あ
る
。

そ
う
し
た
あ
ら

ゆ
る
人
と
の
出

逢
い
と
そ
の
人

に
し
か
描
き
出

せ
な
い
人
生
を
、

私
は
こ
れ
か
ら

も
拾
い
集
め
て

い
き
た
い
。

仮設住宅より家財を運び出す様子

15 岐阜県学寮「個の声を拾うこと」



福 島

栃 木

群 馬

長 野

岐 阜

愛 知

三 重

和歌山

奈 良

大 阪

徳 島

香 川

高 知

愛 媛

大 分

宮 崎

鹿児島

沖 縄

熊 本

長 崎

佐 賀

福 岡

山 口

島 根

広 島

岡 山

８〔水〕
９〔木〕

10〔金〕
11〔土〕

12〔日〕
13〔月〕

14〔火〕
15〔水〕

16〔木〕
17〔金〕

18〔土〕
19〔日〕

20〔月〕
21〔火〕

22〔水〕
23〔木〕

24〔金〕
25〔土〕

26〔日〕
27〔月〕

28〔火〕
29〔水〕

５月２〔土
〕

３〔日〕

６〔水〕
７〔木〕

８〔金〕
９〔土〕

10〔日〕
11〔月〕

12〔火〕
13〔水〕

14〔木〕
15〔金〕

16〔土〕
17〔日〕

18〔月〕
19〔火〕

20〔水〕
21〔木〕

３月26日〔
木〕

27〔金〕
28〔土〕

29〔日〕
30〔月〕

31〔火〕

４月１〔水
〕

２〔木〕
３〔金〕

４〔土〕
５〔日〕

６〔月〕
７〔火〕

鳥 取

兵 庫

京 都

滋 賀

福 井

石 川

富 山

新 潟

山 形

秋 田

青 森

北海道

岩 手

宮 城

静 岡

山 梨

神奈川

千 葉

茨 城

埼 玉

22〔金〕
23〔土〕

24〔日〕
25〔月〕

24〔水〕
25〔木〕
26〔金〕

27〔土〕
28〔日〕

29〔月〕
30〔火〕

７月１〔水
〕

２〔木〕
３〔金〕
４〔土〕

５〔日〕
６〔月〕

７〔火〕
８〔水〕
９〔木〕

28〔木〕
29〔金〕

30〔土〕
31〔日〕

３〔水〕
４〔木〕

６月１〔月
〕

２〔火〕

26〔火〕
27〔水〕

５〔金〕
６〔土〕

７〔日〕
８〔月〕

９〔火〕
10〔水〕

11〔木〕
12〔金〕

14〔日〕
15〔月〕

17〔水〕
18〔木〕
19〔金〕
20〔土〕
21〔日〕
22〔月〕

東 京

10〔金〕
11〔土〕
12〔日〕
13〔月〕
14〔火〕
15〔水〕
16〔木〕
17〔金〕
18〔土〕
19〔日〕
20〔月〕
21〔火〕
22〔水〕
23〔木〕

７月24日〔
金〕

石垣島

沖縄本島

宮古島

奄
美
大
島

対馬

小
笠
原
諸
島

八
丈
島

青
ケ
島

父
島

母
島

三
宅
島

伊豆
　諸島

大島

御蔵島
17日17日

0
50 100km

　大会組
織委員会

の発表資
料を基に

実施市区
町村（調

整中の自
治体含む

）の聖火

リレー開
催地のお

おまかな
位置を示

したポイ
ント（・

）を順番
に線で結

んでいま

す。東京
都は出発

地と到着
地を直線

で結んで
いるなど

実際のリ
レーコー

スと異な

る場所が
あります

。離島な
ど遠隔地

では、あ
る場所で

聖火を消
すと同時

に次の場

所で点火
するケー

スもあり
ます。

３日目
２日目
１日目

次の都道
府県へ移

動

各道府県
の　で出

発、

      で次
の都道府

県へ

スタートは
2011年サッ

カー女子
Ｗ杯優勝

の

澤穂希さ
んら「なで

しこジャパ
ン」メンバ

ー

スタートは
2011年サッ

カー女子
Ｗ杯優勝

の

澤穂希さ
んら「なで

しこジャパ
ン」メンバ

ー

↑
青森　から

↓北海道
から

Ｊヴィレッ
ジ（福島

県楢葉町
、広野町

）

７月10日11日

12日
14
日

15
日

16日

19日

20日

21日

22日

23
日

24日

埼
玉
か
ら
↓

0 5 10km

都庁

各日のル
ート各日の　

で出発

国立競技
場の聖火

台に点火

東京
13
日 18

日

121日間で
47都道府

県の 85８
市区町村

を巡り、

７月24日の
開会式で

、国立競
技場の聖

火台に

点火する
。ランナー

は総勢約
１万人を

予定。

特殊な運
び方

（予定）

道府県内
の翌日の

出発地点
へ移動

岐阜市・金
華山

ロープウ
エー

猪苗代町
 スキー

茂木町 S
Lと並走

宇都宮市
 自転車

栃木市 遊
覧船

半田市
ちんとろ

舟

鳥羽市
本土ー
答志島間
船

大阪市・
大阪城
近辺
船

高松市・
玉藻公園

内堀

 和船

いの町・
仁淀川
川船

臼
杵
市

山
内
流
・

日
本
泳
法 那

覇
市

ゆ
い
レ
ー
ル

座
間
味
村

サ
バ
ニ（
帆
掛
け
船
）

水俣市
 船

長崎市
遣唐使船

広島市・
平和記念

公園

日本泳法

玉野市・
宇野港

小型クル
ーズ船

宍粟市・
音水湖周

辺  
 

 ・

カヌー

守山市・
琵琶湖大

橋
付近
自転車

弥彦村・
弥彦山

ロープウ
エー

由利本荘
市

ボートまた
はカヌー

美郷町 自
転車

西目屋村
 カヌー

むつ市・
田名部川

２人乗りボ
ート

帯
広
市

ば
ん
え
い
競
馬

野田村・
普代村

三陸鉄道
リアス線

石巻市
孫兵衛船

東松島市
仙石線

松島町ー
塩竈市
遊覧船

仙台市
車いす、自

転車

浜
松
市

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

横浜市 メ
ガサップ

香取市・
小野川
遊覧船

伊
勢
原
市

大
山

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

日高市 乗
馬

行方市・
霞ケ浦 自

転車、船

秩父市ー
皆野町ー

長瀞町

電気機関
車、舟

本庄市ー
深谷市 ロ

ードバイク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー

メガサッ
プ

ばんえい
競馬

火をラン
タンに移

す
（イメー

ジ）

泳ぎなが
ら

トーチを
水上に掲

げる

ランナー
が鉄そり

や

ボードに
乗り込む

列　車
ロープウ

エー

ケーブル
カー

船　舶

※各自治
体への取

材に基づ
く

日本泳法

聖
火
リ
レ
ー
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る

だ
け
で
な
く

船
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー

自
転

車
な
ど
の
乗
り
物
に
加
え

日
本
泳
法
や

馬
が
登
場
す
る
。
各
地
で
趣
向
を
凝
ら
し

た
リ
レ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

日
本
泳
法
が
お
目
見
え
す
る
の
は
、
広

島
県
と
大
分
県
。
広
島
市
の
平
和
記
念
公

園
で
は
、
原
爆
ド
ー
ム
前
で
聖
火
を
受
け

取
り
、
元
安
川
を
日
本
泳
法
で
泳
い
で
対

岸
に
渡
る
。
大
分
で
は
、
臼
杵
市
に
伝
わ

り
、
立
ち
泳
ぎ
が
有
名
な
「
山
内
流
」
が

披
露
さ
れ
る
。
ト
ー
チ
が
ぬ
れ
な
い
よ
う

上
級
者
が
務
め
る
。

馬
で
聖
火
を
運
ぶ
の
は
、
北
海
道
帯
広

市
。
巨
大
な
輓

ば
ん

馬ば

が
鉄
そ
り
を
引
く
「
ば

ん
え
い
競
馬
」
の
コ
ー
ス
で
、
騎
手
の
後

ろ
に
乗
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
が
ト
ー
チ
を
掲
げ

る
。海

上
で
も
リ
レ
ー
は
行
わ
れ
る
。
沖
縄

県
座
間
味
村
で
は
、
レ
ー
ス
に
使
わ
れ
る

手
こ
ぎ
の
帆
掛
け
船
「
サ
バ
ニ
」
に
砂
浜

か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
乗
り
込
み
、
沖
合
で
別

の
サ
バ
ニ
に
乗
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
と
ト
ー
チ

キ
ス
を
し
て
聖
火
を
つ
な
ぐ
。
横
浜
市
で

は
ボ
ー
ド
の
上
に
立
ち
、
パ
ド
ル
で
こ
ぐ

「
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
」
の

大
型
版
「
メ
ガ
サ
ッ
プ
」
が
使
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
こ
ぎ
手
と
ラ
ン
ナ
ー
は
別
々
の

予
定
だ
。

高
低
差
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
な
ど
を
利
用
。
神
奈
川
県
伊
勢
原

市
で
は
「
大
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
」
で
山
上

の
阿
夫
利
神
社
か
ら
麓
に
運
ぶ
。

聖
火
の
運
び
方
は
工
夫
が
必
要
と
な

る
。船
や
鉄
道
で
は
危
険
物
に
な
る
た
め
、

ト
ー
チ
の
火
を
ラ
ン
タ
ン
に
戻
し
種
火
に

し
た
状
態
で
乗
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

山梨
県側
から
望む
富士
山

原
爆
ド
ー
ム

広
島
市
の
平
和
記
念
公
園

サバ
ニで
かい
をこ
ぐ子
ども
たち
＝201

4年７

月 沖
縄県
本部
町 沖

縄タ
イム
ス社
提供

帯広
競馬
場で
行わ
れた

ばん
えい
競馬

＝
日 北

海道
帯広
市

五輪を
象徴す

る炎が
、列島

の豊か
な自然

や観光
スポッ

トを巡
る。2

020年
東京大

会の聖
火

リレー
の詳細

なルー
トが

日、公
表され

た。各
地に伝

わる文
化・風

習が反
映され

、古来
の

日本泳
法で川

を渡る
場面も

。ラン
ナーは

121日
をかけ

、平和
や復興

への思
いをつ

なぐ。

各
地
で
発
表
さ
れ
た
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
、
美

し
い
自
然
風
景
や
名
所
旧
跡
を
駆
け
抜
け
る
。

コ
ー
ス
に
は
、
フ
ァ
ン
の
熱
狂
も
記
憶
に
新
し

い
、
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

の
会
場
も
。
日
本
の
文
化
や
、
自
然
災
害
か
ら

の
復
興
に
向
か
う
姿
を
世
界
に
発
信
す
る
。

ル
ー
ト
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産

が
多
く
含
ま
れ
る
。
姫
路
城
（
兵
庫
）
や
、
厳

島
神
社
（
広
島
）
と
い
っ
た
海
外
か
ら
の
観
光

客
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
加
え
、
今
年
登
録
さ

れ
た
ば
か
り
の
百
舌
鳥

も

ず

・
古
市
古
俌
群（
大
阪
）

に
立
ち
寄
る
。

日
本
の
象
徴
と
し
て
知
名
度
が
抜
群
の
富
士

山

山
梨

や
白
神
山
地

青
森

小
笠
原
諸
島

東
京

な
ど
で
の
リ
レ
ー
は

世
界
に
自
然
の

豊
か
さ
を
印
象
付
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

広
島
で
は
原
爆
ド
ー
ム
、
沖
縄
で
は
平
和
祈

念
公
園
と
い
っ
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
場

所
に
ラ
ン
ナ
ー
が
足
を
運
び
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
平
和
構
築
の
重
要
性
を
世
界
に
訴
え
る
。

沖
縄
で
は

月
に
正
殿
な
ど
が
焼
失
し
た
首

里
城
が
、
熊
本
で
は
２
０
１
６
年
の
地
震
で
損

壊
し
、修
復
作
業
が
進
む
熊
本
城
が
選
ば
れ
た
。

復
興
に
向
か
う
姿
を
発
信
す
る
。

日
本
代
表
が
初
の
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た

し
、
列
島
が
歓
喜
に
沸
い
た
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の

会
場
も
見
ど
こ
ろ
に
な
る
。
日
本
が
強
豪
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
を
破
っ
た
静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
、
「
ラ

グ
ビ
ー
の
聖
地
」
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
大
阪
）

な
ど
は
、
海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
注
目
を

集
め
そ
う
だ
。

天
皇
陛
下
が
即
位
を
報
告
し
た
三
重
の
伊
勢

神
宮
や
、
新
元
号
の
典
拠
と
な
る
和
歌
が
詠
ま

れ
た
と
さ
れ
る
福
岡
県
太
宰
府
市
な
ど
、
「
令

和
」
に
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
で
実
施
さ
れ
る
。

象徴の
炎、列島

をつな
ぐ

今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今
今

２０１
９年 (令和

元年 )
１２月

１８日
 水曜日

４

第３種
郵便物

認可

２０１
９年 (令和

元年 )
１２月

１８日
 水曜日

４

第３種
郵便物

認可

岐阜県では 最近の岐阜県のトピックスについてピックアップしました。
（令和2年1月〜2月）今

「岐阜の味ポテトチップス」今度は五平餅風味！

カルビー株式会社から、岐阜県の郷土料理
「五平餅」の味を再現したご当地ポテトチップ
スが発売されました。
同社の47都道府県ならではの味を開発するラ

ブジャパンプロジェクトの一環で、鶏ちゃん味、漬
物ステーキ味に続き、今回が第3弾になります。
インターネットを通じて応募のあった鮎の塩焼きや栗きんとんなど数多くの
候補の中からポテトチップスとの相性の良さを考慮して選ばれ、パッケージ
デザインや味を決めるワークショップには県職員も参加しました。
試食した河合副知事は「五平餅の甘じょっぱい味がしっかり出ている」と

感想を述べました。
ポテトチップス五平餅風味は、2月17日から岐阜県や愛知県など中部７県

で販売されており、売り切れ次第販売終了となる予定です。

大河ドラマ「麒麟がくる」パブリックビューイング
＆トークイベントを開催！
県ゆかりの武将、明智光秀が主人公の大河ドラマ

「麒麟がくる」の放送開始にあたり、1月19日、岐阜
市と可児市にて初回放送のパブリックビューイング
及びトークイベントを開催しました。岐阜市会場で
は、知事が「待ちに待ったという表現がこれほどふ
さわしい大河ドラマはない。『麒麟がくる』で岐阜
県を大いに発信したい」と挨拶。
また、斎藤道三役の本木雅弘さんが来場し、会場

は大いに盛り上がりました。
可児市会場では藤田伝吾役の徳重聡さんが来場し、役に対する思いや

撮影時のエピソードを披露しました。パブリックビューイング後には、サプ
ライズゲストとして岐阜市から移動した本木雅弘さんも来場しました。

面

面

面
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見送り

見送り
見送り

存　続

一部に記述式導入　
一部に記述式導入　

民間検定試験を導入 マーク式問題

大学入学共通テスト

大学入試センター試験
（全てマークシート式）

数学
国語

英語

大学入試センター試験と
大学入学共通テストの比較

20年度から

2019年度まで

読む・聞く・書く・話すを測る 読む・聞くを測る
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国際移住者デー

社 説
経 済
地域・真学塾スポーツ
文 化
おくやみ
ＴＶラジオ

⊂⊂
⊂⊂

⊂⊇
∪
∪∧

⊂⊂
⊂⊂

⊂

∩
∪
∪

⊃県内
飛騨市産米を商品化

⊂⊂
⊂⊂

⊂⊇
∪
∪∧

⊂⊂
⊂⊂

⊂

∩
∪
∪

⊃社会
池江選手 パリ照準

米・食味分析コンクール

に７年連続で入賞してい

る飛騨市の農家「みつわ

農園」が高品質ブランド

米「万
ばん

天
てん

」を商品化した

白血病と闘う
歳の池江

璃花子選手が退院したこ

とと、パリ五輪で表彰台

を目指す考えを明らかに

した

テーマ 2019年の社会・政治

国内でブームとなった「タピオカ」

の原料となる植物は？
Ａ キャッサバＢ アピオスＣ ヤーコン

戸本
敏夫さん

＝岐阜市＝
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2019

ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
、
セ
フ
カ

ペ
ン
ピ
ボ
キ
シ
ル
、
セ
フ
ジ
ト
レ
ン

ピ
ボ
キ
シ
ル
。
風
邪
を
ひ
い
て
処
方

さ
れ
た
薬
に
こ
ん
な
成
分
名
が
あ
っ

た
ら
、
抗
菌
薬
（
抗
生
物
質
）
だ
と

い
う
こ
と
を
気
に
留
め
た
方
が
い
い
▼
と
い
う

の
は
、
風
邪
の
原
因
は
大
半
が
細
菌
よ
り
も
は

る
か
に
小
さ
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
抗
菌
薬
は
効
か

な
い
か
ら
だ
▼
か
つ
て
は
細
菌
へ
の
２
次
感
染

を
防
ぐ
た
め
、
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
た
。
最
近

は
そ
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
が
、
念
の
た
め
に
と
処
方
を
望
む
患
者

や
、
行
動
を
変
え
な
い
医
師
が
い
る
▼
協
会
け

ん
ぽ
の
調
査
で
は
、
２
０
１
７
年
度
に
一
般
的

に
風
邪
を
指
す
「
急
性
上
気
道
炎
」
で
抗
菌
薬

が
処
方
さ
れ
た
割
合
は
、
全
国
で

・
９
％
。

岐
阜
県
は

・
８
％
だ
っ
た
▼
こ
こ
で
重
要
な

の
は
、体
内
に
い
る
細
菌
に
薬
が
効
か
な
い「
薬

剤
耐
性
菌
」
が
現
れ
る
問
題
だ
。
多
数
派
の
細

菌
を
抗
菌
薬
が
殺
し
て
し
ま
う
と
、
少
数
派
だ

っ
た
耐
性
菌
が
増
え
や
す
く
な
る
と
さ
れ
る
。

周
囲
に
広
ま
る
と
、
本
当
に
抗
菌
薬
が
必
要
な

患
者
に
効
く
治
療
法
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

▼
厚
生
労
働
省
は

年
、
抗
菌
薬
の
使
用
量
を

減
ら
す
目
標
を
掲
げ
、
翌
年
に
は
通
常
の
風
邪

に
は
使
わ
な
い
こ
と
を
勧
め
る
指
針
を
出
し

た
。
〝
念
の
た
め
〞
が
命
の
危
険
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
、患
者
も
知
っ
て
お
き
た
い
。
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文
科
相

不
安
払
拭
は
困
難

大学共通テスト

政
府
は
海
上
自
衛
隊
の
中
東

派
遣
計
画
に
関
し
、
不
測
の
事

態
が
発
生
し
て
武
器
使
用
で
き

る
海
上
警
備
行
動
を
発
令
し
た

際
、
海
自
護
衛
艦
に
よ
る
保
護

の
対
象
を
日
本
籍
船
に
限
定
す

る
方
針
を
決
め
た
。
自
国
に
登

録
さ
れ
た
船
舶
を
保
護
す
る
場

合
に
実
力
行
使
が
認
め
ら
れ
る

と
の
国
際
法
の
解
釈
を
踏
ま
え

た
。
外
国
籍
船
は
保
護
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
、
日
本
人
が
搭
乗

し
て
い
て
も
護
衛
艦
は
実
力
行

使
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
複

数
の
政
府
関
係
者
が

日
、
明

ら
か
に
し
た
。

中
東
派
遣
を
巡
り
、
公
明
党

は
外
交
安
全
保
障
調
査
会
で
、

政
府
の
閣
議
決
定
案
を
了
承
。

自
民
党
も
党
の
意
思
決
定
機
関

の
総
務
会
で
承
認
し
た
。
政
府

は

日
に
閣
議
決
定
す
る
方
針

だ
。日

本
船
主
協
会
に
よ
る
と
、

国
内
海
運
会
社
が
関
わ
る
船
舶

の
う
ち
日
本
籍
船
は

・
５
％

に
と
ど
ま
り
、
最
多
は
パ
ナ
マ

籍
船
の

・
４
％
。
６
月
に
日

本
企
業
が
運
航
す
る
パ
ナ
マ
船

籍
の
タ
ン
カ
ー
が
攻
撃
さ
れ
た

が
、
同
様
の
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
も
護
衛
艦
は
保
護
で
き
な

い
。
派
遣
の
必
要
性
を
疑
問
視

す
る
声
が
改
め
て
出
そ
う
だ
。

日
本
人
が
乗
船
し
た
外
国
籍

船
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
護

衛
艦
が
取
れ
る
措
置
は
、
実
力

行
使
を
伴
わ
な
い
内
容
に
と
ど

ま
る
。
攻
撃
主
体
が
海
上
に
あ

れ
ば
、
進
路
妨
害
や
警
告
音
を

出
す
と
い
っ
た
対
応
に
な
る
見

通
し
だ
。
国
際
法
で
は
、
船
籍

が
登
録
さ
れ
た
国
家
が
排
他
的

管
轄
権
を
持
つ
の
が
ル
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
０
３
年

月
の
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ

Ｊ
）
の
判
例
で
は
、
米
企
業
所

有
の
外
国
籍
船
が
イ
ラ
ン
に
攻

撃
さ
れ
た
と
し
て
、
米
国
が
自

衛
権
を
行
使
し
て
イ
ラ
ン
石
油

基
地
を
攻
撃
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
正
当
性
を
認
め
な
か

っ
た
。
政
府
は
今
回
の
方
針
を

決
め
る
に
当
た
り
、
こ
の
判
例

を
根
拠
の
一
つ
と
し
た
。

著
名
人
と

一
般
公
募

走
者
44
人
内
定

聖火リレーの特殊区間のコースに選ばれた金華山

ロープウェー＝
日午前 岐阜市

聖火ランナーが通る古い町並み＝17日午前

高山市上三之町
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大学入学共通テスト
現行の大学入試センター試

験の後継として2021年１月に

初回が行われる。目玉だった

英語民間検定試験は、
年４

～
月に６団体７種類から選

んで最大２回受験する方式を

予定していた。しかし、経済

格差や地域格差を広げるとの

指摘に萩生田光一文部科学相

が「自分の身の丈に合わせて

頑張ってもらえれば」と発言

したことをきっかけに急速に

批判が高まり、導入が見送ら

れた。

日
本
籍
船
の
み

護
衛
艦
が
保
護

政
府

海
上
警
備
行
動
で
方
針

海自中東派遣

国
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は

年

３
月

日
に
福
島
県
を
出
発

し
、
全
都
道
府
県
を
巡
る
。
長

野
県
か
ら
引
き
継
い
だ
５
番
目

の
岐
阜
県
で
は
４
月
４
、
５
日

の
２
日
間
実
施
し
、
愛
知
県
に

つ
な
ぐ
。
４
日
は
中
津
川
市
を

出
発
し
、
多
治
見
市
、
加
茂
郡

八
百
津
町
、郡
上
市
、高
山
市
、

５
日
は
下
呂
市
、
各
務
原
市
、

不
破
郡
関
ケ
原
町
、
大
垣
市
、

羽
島
市
の
順
に
回
り
、
岐
阜
市

で
終
え
る
。

県
土
は
広
い
が
、
聖
火
リ
レ

ー
の
総
距
離
は
約

㌔
。

市

町
に
ル
ー
ト
を
１
区
間
ず
つ

と
、
中
津
川
市
と
岐
阜
市
に
車

両
を
伴
わ
ず
に
ラ
ン
ナ
ー
の
み

で
走
る
特
殊
区
間
計
２
区
間
を

設
け
た
。
高
山
市
の
古
い
町
並

み
や
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空

宇
宙
博
物
館
（
各
務
原
市
）
、

関
ケ
原
古
戦
場
決
戦
地
（
関
ケ

原
町
）
な
ど
を
通
過
し
、
県
や

地
元
自
治
体
は
産
業
や
観
光
地

の
Ｐ
Ｒ
を
狙
う
。
ル
ー
ト
間
の

移
動
は
ラ
ン
タ
ン
を
使
い
、
車

両
で
運
搬
す
る
。

特
殊
区
間
で
は
ギ
リ
シ
ャ
で

採
火
し
た
「
子
ど
も
の
火
」
を

使
う
。
中
津
川
市
の
特
殊
区
間

（
０
・
９
㌔
）
は
、
旧
中
山
道

の
宿
場
町
・
馬
籠
宿
の
面
影
を

残
し
た
街
並
み
を
窑
台
に
ラ
ン

ナ
ー
が
石
畳
の
坂
道
を
上
り
な

が
ら
つ
な
い
で
い
く
。
岐
阜
市

の
市
歴
史
博
物
館
を
出
発
し
、

金
華
山
の
岐
阜
城
天
守
閣
を
結

ぶ
特
殊
区
間
（
１
・
２
㌔
）
で

は
、
聖
火
を
と
も
し
た
専
用
の

ラ
ン
タ
ン
を
持
っ
た
ラ
ン
ナ
ー

が
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
乗
り
込

み
、
０
・
６
㌔
を
運
ぶ
予
定
。

ラ
ン
ナ
ー
は
ア
ス
リ
ー
ト
や

芸
能
人
ら
著
名
人
枠
の

人
と

１
団
体
、
一
般
公
募
枠
の

人

が
選
ば
れ
た
。
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
流
れ
星
」
の
ち
ゅ
う
え
い
さ

ん

下
呂
市
出
身

、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
い
す
陸
上
で

五
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い

る
田
中
照
代
さ
ん

土
岐

市
出
身

、
左
官
挾は

さ

土ど

秀
平
さ

ん

高
山
市

ら
を
選

定
。
八
百
津
町
出
身
の
外
交
官

杉
原
千ち

畝う
ね

氏
が
第
２
次
世
界
大

戦
中
に
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
領
事
代

理
と
し
て
「
命
の
ビ
ザ
」
を
発

給
し
た
縁
で
、
駐
日
リ
ト
ア
ニ

ア
大
使
も
選
ば
れ
た
。
１
人
２

０
０
㍍
程
度
を
走
る
。

県
実
行
委
が
著
名
人
と
、
応

募
の
あ
っ
た
２
５
９
６
人
か
ら

一
般
公
募
の
ラ
ン
ナ
ー
を
決

め
、

月
に
大
会
組
織
委
に
推

薦
し
、
今
月
９
日
に
全
員
の
内

定
が
通
知
さ
れ
た
。
県
内
で
残

る
ラ
ン
ナ
ー
の
枠
は
１
２
０
人

・
団
体
。
大
会
組
織
委
と
ス
ポ

ン
サ
ー
が
選
定
し
、
今
後
公
表

す
る
。

前
回
の
１
９
６
４
年
東
京
五

輪
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
県
内
で

は
５
市
町
を
巡
っ
た
。

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
は

日
、
五

輪
聖
火
リ
レ
ー
の
県
内
の
詳
細
な
ル

ー
ト
を
発
表
し
、
１
６
４
の
個
人
と

グ
ル
ー
プ
が
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る

市
町
の

区
間
を
巡
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
県
実
行
委
員

会
は
内
定
し
た
著
名
人
と
一
般
公
募

の
ラ
ン
ナ
ー

人
を
公
表
し
、
ホ
ッ

ケ
ー
女
子
日
本
代
表
の
さ
く
ら
ジ
ャ

パ
ン
、
下
呂
市
出
身
で
義
足
の
ダ
ン

サ
ー
大
前
光
市
さ
ん

東
京
都

、
県
図
書
館
名
誉
館
長
の
俳
優
紺

野
美
沙
子
さ
ん

神
奈
川
県

ら
が
選
ば
れ
た
。

（
松
田
尚
康
）

【
関
連
記
事
３
、
４
、

、

、

面
に
】

２
０
２
０
年
度
開
始
の
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト

参
照

を
巡
り
、
萩
生
田
光
一
文
部

科
学
相
は

日
の
閣
議
後
記
者

会
見
で
、
国
語
と
数
学
へ
の
記

述
式
問
題
導
入
を
見
送
る
と
発

表
し
た
。
共
通
テ
ス
ト
で
は
、

英
語
民
間
検
定
試
験
の
活
用
も

見
送
ら
れ
て
お
り
、
大
学
入
試

改
革
は
大
半
が
白
紙
に
戻
っ

た
。
本
番
の
テ
ス
ト
ま
で
１
年

余
り
。
政
治
主
導
で
始
ま
っ
た

目
玉
施
策
が
共
に
頓
挫
し
、
野

党
を
中
心
に
歴
代
文
科
相
や
政

権
の
責
任
を
追
及
す
る
声
も
上

が
る
。
【
関
連
記
事
２
面
に
】

萩
生
田
氏
は
会
見
で
、
民
間

企
業
が
担
う
採
点
で
ミ
ス
が
起

き
る
懸
念
や
、
受
験
生
に
よ
る

自
己
採
点
の
精
度
が
低
い
と
い

っ
た
課
題
へ
の
抜
本
的
解
決
策

を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
と
説

明
。
「
受
験
生
の
不
安
を
払ふ

っ

拭し
ょ
く

し
、
安
心
し
て
受
験
で
き

る
体
制
を
早
急
に
整
え
る
こ
と

は
困
難
だ
と
判
断
し
た
」
と
し

た
。
記
述
式
を
改
め
て
導
入
す

る
可
能
性
に
は
「
期
限
を
区
切

っ
た
延
期
で
は
な
い
。
英
語
と

違
い
、
ま
っ
さ
ら
な
状
態
か
ら

対
応
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

導
入
見
送
り
の
責
任
を
問
わ

れ
「
決
断
し
た
の
は
私
で
、
私

に
責
任
が
あ
る
」
と
強
調
。
歴

代
文
科
相
に
関
し
て
「
時
々
の

大
臣
は
、
時
々
の
環
境
で
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
た
」
と
し
、
「
私

の
責
任
で
し
っ
か
り
立
て
直
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

記
述
式
は
国
語
と
数
学
Ⅰ
、

数
学
Ⅰ
・
Ａ
で
各
３
問
出
題
。

国
語
は
最
長

〜
１
２
０
字
で

記
し
て
段
階
別
で
評
価
、
数
学

は
主
に
数
式
で
答
え
て
正
誤
を

判
定
し
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
と

合
わ
せ
て
１
０
０
点
満
点
で
評

価
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。
問
題

形
式
や
配
点
に
大
幅
な
見
直
し

が
必
要
で
、
萩
生
田
氏
は
文
科

省
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
協

議
し
、
速
や
か
に
対
応
す
る
と

明
言
し
た
。

一
方
、
萩
生
田
氏
は
論
理
的

な
思
考
力
や
表
現
力
を
評
価
す

る
意
味
で
、
記
述
式
が
果
た
す

役
割
は
重
要
だ
と
も
指
摘
。
各

大
学
独
自
に
記
述
式
の
積
極
的

な
出
題
を
求
め
る
方
針
を
示
し

た
。
文
科
相
の
下
に
検
討
会
議

を
設
け
、
大
学
入
試
で
記
述
式

を
充
実
さ
せ
る
方
策
を
話
し
合

う
と
も
表
明
し
た
。

記
述
式
の
採
点
は
通
信
教
育

大
手
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
学
力

評
価
研
究
機
構
が

年
３
月
末

ま
で
の
契
約
期
間
で
引
き
受

け
、
受
注
額
は
約

億
６
千
万

円
。
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む

８
千
〜
１
万
人
が
約

日
間
で

作
業
を
す
る
計
画
だ
っ
た
。
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東京２０２０聖火リレー岐阜県を疾走！
国内の聖火リレーは３月２６日に福島県を出発し全都道府県

を巡る。岐阜県は長野県から引き継ぎ４月４、５日の２日間で実
施。愛知県につなぐ。４日は中津川市、多治見市、加茂郡八百
津町、郡上市、高山市。５日は下呂市、各務原市、不破郡関ケ
原町、大垣市、羽島市、岐阜市。
高山市の古い町並みや岐阜かかみがはら航空宇宙博物

館、関ケ原古戦場決戦地などを通り、特殊区間ではギリシャ
で採火した「子どもの火」を使い、中津川市の旧中山道の
宿場町・馬籠宿の面影を残した街並みをランナーが石畳の
坂道を上りながらつないでいく。もう１つの特殊区間では
岐阜市の市歴史博物館を出発し、金華山の岐阜城天守閣
を結ぶコースで、聖火をともした専用のランタンを持った
ランナーがロープウエーに乗り込み山頂に至る。

２０１９年１２月１８日付岐阜新聞１面より抜粋

２０１９年１２月１８日付岐阜新聞４面より抜粋（共同通信社配信）
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久 に々母校の同窓会で恩師や友人たちと旧交を温めてみてはいかがでしょう
か？　同窓会から発展した趣味の会や文化イベントへの参加、母校を応援
するスポーツ観戦などの機会もこれから増えていきそうです。これらをきっかけ

として、長らくご無沙汰していた故郷へのきずなをぜひ再構築してみませんか。
次号は10月上旬発行となります。皆様の投稿をお待ちしております。（投稿先：gifukenjin-tky@poppy.ocn.ne.jp）

瑞浪高校首都圏同窓会
◆コメント

昨年より、私が会長を拝任しまして、役員も少々 （？）若
返って参りました。

１年に１回の総会もその都度、会場を改め、食事と催し
を楽しんで頂けるよう、役員全員で努めています。

１年に１回の総会では「会員同士の交流や親睦」も図れ
ないとの思いで、今年からは「川柳を楽しむ会」「街歩き同
好会」などを発足し、年に何回か交流を図れる機会を多く
致しました。

この度、瑞浪市の市報にも「首都圏同窓会」を掲載して
頂く事により、本会の存在を改めて広めて頂き、母校にゆ
かりの無い方々 にも、総会への参加を募っていく予定です。

本会の同窓会通信（チラシ）も瑞浪市の市役所、商工
会議所、図書館、公民館、各商店、本校などにも設置（配
布）させて頂き、今後の活動も市役所、本校と共に情報
交換をしていく予定で居ます。

今後とも、ご支援の程宜しくお願い致します。

◆イベント日程
今年の総会は５月３０日（土）１２時００分～１５時００分

上野 凮月堂「KANAME」にて

◆連絡先
瑞浪高校首都圏同窓会事務局（会長）：伊藤 一徳

  090-7597-6916　  ito.ark@mbp.nifty.com

岐阜県立関高等学校同窓会 東京支部
◆イベント日程

毎年６月頃東京支部同窓会を開催。今年は令和２年６月
２８日（日）を予定。

◆イベント活動報告
昨年度の東京支部同窓会は令和元年６月２３日（日）に

主婦会館プラザエフ（四ツ谷）にて開催しました。出席者
１００名超で、母校関高から平井校長、丹羽本部同窓会
長他役員、及び恩師の先生方をお招きして、午前１１時半
からの総会に引き続き３時まで懇親会を行いました。

総会では校長先生から文武両道で躍進する最近の母
校の生徒達の活躍振りをお話頂き、また今回は卒業２５回
生の神谷さんから特別講演、「～人生１００歳時代到来～
“人生２幕目が面白い”」という題でお話を頂きました。今、
老いの長期化として話題となっているフレイル（虚弱）、要
介護者対策のお話で、時宜を得たものとして出席者から大
変好評でした。懇親会は２９回生当番幹事の司会・進行
で、くじ引きゲームで盛り上がり、また今回も東京の大学に
在学する学生や就職した若手にも多数参加頂き、恩師の
先生との懇親や、大先輩ＯＢの方々 と若い後輩との歓談と
いう楽しい時間を共有し、若手・先輩双方から大変有意義
だったと好評でした。

掲載の写真は、今回講演をして頂いた神谷さんと講演
内容のフレイル対策映像の一部です。

次回同窓会も３０回生当番幹事が趣向を凝らして準備
を進めてくれており、大いに楽しみです。

なお、東京支部同窓会の様子をホームページにも掲載し
てありますのでご覧下さい。
http://sekikou-tokyo.com 

（関高同窓会東京支部で検索下さい）

◆連絡先
東京支部会長：垣下 智洋

  049-252-1522　  kaki3138@lagoon.ocn.ne.jp
広報担当副会長：今井 忠明

  045-813-3225　  tada-imai@nifty.com

令和元年総会・懇親会　有楽町　過門香「點」にて
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『初めての女』を題材
に、３月公開予定で
す。瀧井氏は、高山を
訪れた俳人･河東 碧
梧桐との出会いで文
学を志し、芥川龍之
介の知遇を受け、志
賀直哉に師事し、多く
の著作の他、昭和１０年芥川賞創設以来、亡くなるまで
同賞選考委員としても中央文壇で活躍され、日本芸術院
会員、勲二等瑞宝章、文化功労者として顕彰されました。
惜しくも昭和５９年１１月に９１歳で他界されましたが、高
山市観光ポスターの六朝楷書風の「飛騨高山」（飛の２･
３画目の点が無い）、春の高山祭（日枝神社祭）の幟「飛
騨山王宮」（飛の点が全て無い）に揮毫を残し、高山市
を見渡す大雄寺に眠ります。小林会長は、文化協会の
７０周年を記念する企画として、郷土をこよなく愛し文学
史に名を刻む瀧井作品を全国に配信する絶好の機会と
出来るなら、東京飛騨会の思いにも叶うのではと、制作
費の協力を要請されました。

この日は、岐阜県学生会館から何れも高山市出身の学
生さん、新成人とアメリカ留学中のお二方の参加もあり、
和気藹 と々した雰囲気に、日本ユネスコ協会連盟の野口
昇･前理事長、カンヌ･パルムドール受賞「万引き家族」の
代情明彦･プロデューサーなど、各界でご活躍の方々の気
兼ねない笑顔も輝き、同郷のよしみ、在京ふるさと会な
らではの、一瞬にして年令や地位の敷居の外れる交流を
目にし、幕末から続くというこの会を令和へと繋げ育てた
皆様の思いに、感激一入の一日となりました。

（東京岐阜県人会理事・東京飛騨会事務局：玉腰　徹）

多治見北高等学校同窓会 東京支部
◆イベント活動報告

令和元年１１月２３日 （土）第３０回多治見北高等学
校同窓会東京支部総会および懇親会を ３９回生の朝
日新聞社記者の岩井建樹さんをゲストスピーカーにお
招きして青山のIVYホールにて開催。
傍流の記者論～
　　ニッチなテーマ「見た目問題」を僕が追い続ける理由

岩
いわい

井建
たてき

樹さんは１９９９年、多治見北高校卒業し関西
学院大学総合政策学部、名古屋大学大学院環境学研
究科を経て、２００５年に朝日新聞社入社。

岡山、京都、環境省担当、岩手（被災地取材）、紙
面編集などを経て文化くらし報道部記者として活動中。

メディアもデジタル化が加速する中で 朝日新聞社と
いう信頼や影響力を生かし、経済、政治、社会には

ないオンリーワンの
テーマを追いかける
個々の記者力を高め
ることが新聞の存在
意義にとって重要で
あるという考えで、スマ
ホ世代に向けたニュー
スサイト「withnews」にて、外見に症状がある人たちの
人生を追う「見た目問題 どう向き合う？」を連載中。長
男が生まれつき右顔の筋肉がなく、笑顔の表情をうまく
つくれない当事者であった頃から、「見た目」問題に取
り組み昨夏に著書「この顔を生きるということ」を出版。

（田口　裕視）

東京飛騨会
◆イベント活動報告
【東京飛騨会新春互礼会　―令和最初の初詣で―】

正月１８日、小雪舞う緑深い広葉樹林に囲まれた明治
神宮社務所には、令和初の初詣でと恒例の東京飛騨会
新春互礼会へと９０名近くの飛騨縁の会員、ご来賓、尊
崇と愛郷に共感する東京岐阜県人会理事･会員の皆様

（１０名）が参集されました。
大正９年１１月１日に明治天皇･昭憲皇太后両御祭神

を祀り創建以来、本年、明治神宮は鎮座百年を迎えま
す。江戸初期「清正井」に名を残す加藤家下屋敷、更に
井伊家へと引き継がれたこの地は、大正４年に日比谷公
園設計の本多静六はじめ明治の英才を中心に、科学的に
百年越えの林相遷移を計画して植林された人工の杜で
す。昭和２０年４月の東京大空襲で殆どの社殿は灰燼と
帰すも、杜の被害は奇跡的に小さく、社殿は６年の歳月
を経て、飛騨の桧を用材に、復興大工に飛騨匠を迎え、
昭和３３年１０月３１日復興を果たしました。本会ご出席
の江馬潤一郎･権宮司兼明治記念館館長、臼井泰輔･権
禰宜も高山市ご出身で、ここは飛騨には縁深いお社です。

本殿参拝後の互礼会は、細江孝雄･会長の迎春の挨
拶に続き、ご来賓の皆様、今回は飛騨三市一村の首長並
びに岐阜県東京事務所長のご出席は叶わず、江尻英夫･
高山市東京事務所長、清水貢･飛騨市商工観光部長、細
江博之･下呂市観光商工部長、酒井有作･岐阜県東京事務
所総務課長からご祝辞とふるさとの近況ご報告を頂戴し
ました。

今回の特別ゲストは、（一社）高山市文化協会の小林
浩･会長と平川治･副会長です。令和元年に設立７０周
年を迎えた同協会記念行事の映画制作支援要請として、
事業の紹介をされました。映画は、高山市出身（名誉
市民）で八王子市名誉市民の故瀧井孝作氏の短編小説 

新春互礼会　乾杯
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などいただきました。また、参加者全員からアンケートを募
集し、魅力ある関東支部活動への助言なども多く頂きました。

【創立１００周年記念行事】
今 年、 本 年 開 校

１００周年を迎えるに
あたり、「もっと素敵な
ハンドレッド（本巣百
年）」をキャッチフレ
ーズに、高校及び同
窓会を中心に活動を
続けてきており、募金
は２７００万円を超え、また昨年８月には岐阜新聞１ページ

（全面）に広報宣伝を実施してきました。
来る１０月１７日（土）、１００周年記念行事として、正門・

周辺の整備事業を着工するとともに、午前は本巣松陽高校
体育館にて記念式典、午後は岐阜グランドホテルにて祝賀
会が開催されます。祝賀会は４００名の目標で、現在参加
を呼びかけております。

関東支部からも、１００周年記念ツアーと称し、岐阜で
の行事に参加を予定しております。

是非、４月１９日の総会・懇親会（四谷　主婦会館）、１０
月１７日の創立１００周年行事（本巣松陽高校体育館、岐阜
グランドホテル）にお出かけ下さい。お待ちしております。

◆連絡先
関東支部長：吉田　彰
〒213-0022  川崎市高津区千年685-1-502

  090-5438-2172　  yakira@wine.ocn.ne.jp

県立本巣松陽高等学校同窓会　関東支部
◆イベント活動報告
【令和２年度総会・懇親会の開催】

来る４月１９日（日）
１１時３０分～四谷の
主婦会館プラザエフ
にて、県立本巣松陽
高校同窓会関東支部
の令和２年度総会・懇
親会を開催致します。 

（本巣松陽高校は、平
成１６年に本巣高校
と岐陽高校が統合し、
誕生しました）

是非とも、本巣高
校、本巣松陽高校の
卒業生で関東在住者
の皆さん、お誘いの
上、ご参加をお願いします。

故郷の話や、高校時代の思い出・部活動等、昔にタイ
ムスリップして、思い出話に花を咲かせていただければと思
います。

また、講演会、マジックショー、ビンゴゲームなど催し物
も予定しており、楽しい集いにしたいと思っております。

今年の講演は、卒業生で現在総務省に勤務されておら
れます方にお願いしており、「国会業務の基礎知識」と題
して行う予定であります。

昨年、参加者は大学生含め６０名と少なかったのです
が、岐阜から学校長、同窓会長も駆けつけて頂き、お祝
いの言葉や、高校の現状（県教育委員会指定「進学強化
校」としての取り組み）、また開校１００周年行事のお話し

総会の風景

在京（首都圏）岐阜高校同窓会
◆コメント

本同窓会は昭和１２
年６月に設立され、本
年８３年目を迎えます。

東京・神奈川・千
葉・埼玉地区を中心に
会員数は３，０００人
を超えます。執行部組
織として会長・尾関良
平 （９代目、昭和３７年卒）、副会長４名、理事５名、監
事２名、顧問２名で成り立っております。

又、「当番学年幹事制度」を導入し、その都市の担当学
年の方々 には総会・懇親会の一切を取り仕切ってもらってい
ます。本年は「昭和５４年卒、平成元年卒」の皆さんです。

懇親会の風景

創立100周年（岐阜新聞掲載）

尚本校は明治６年１１月に創立され本年１４７年目を迎
えました。

◆イベント日程
【本年の総会・懇親会】
日　　時：令和２年７月５日（日）１０時４５分～
場　　所：東京ドームホテルＢ１Ｆ『天空の間』
　　　　　文京区後楽1-3-61　  03-5805-2111
皆様の御参加を心よりお待ち申し上げております。

◆連絡先
副会長：北村 清次（昭和４５年卒）　  043-485-8185
〒285-0005 千葉県佐倉市宮前3-5-1-701号
http://www.giko-zaikyo.com/ どうぞご利用ください。

2019年総会・懇親会の一コマ
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人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│
一 

小
田
急
第
一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医

熊

﨑

勝

彦

熊
﨑
勝
彦
綜
合
法
律
事
務
所

所
長
弁
護
士

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
六
番
地

一
番
町
ス
ク
エ
ア
六
階
B
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
九

〒
102-

0082

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
四

東
京
都
文
京
区
関
口
三
│
四
│
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
一
）一
六
一
二

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

大
垣
北
高
関
東
同
窓
会 

会
長

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京̶

日
比
谷 

会
長

（
有
） 

三
ツ
美 

社
長

東
京
岐
阜
県
人
会
特
別
顧
問

神

谷

一

雄

〒
一
〇
五
│
〇
〇
一
二

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
│
二
│
十
三

M
S
C
芝
大
門
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
二
）
四
七
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
三
三
）
〇
一
三
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表

佐

藤

典

克

〒
二
五
二
│
〇
一
四
一

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
相
原
三
│
七
│
三
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
（
七
七
四
）
〇
四
二
二

携
　
帯 

〇
九
〇
（
四
二
二
四
）
九
一
五
六

日
本
工
芸
会 

正
会
員

日
本
陶
芸
美
術
協
会 

幹
事

陶
芸
作
家

縒
　
　
窯

河

村

守

康

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
│
一
│
二
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
九
一
）
五
三
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
九
一
）
五
三
七
〇

株
式
会
社
虎
ノ
門
実
業
会
館
グ
ル
ー
プ

取
締
役
会
長

佐

治

　
久

〒
二
一
六
│
八
五
一
一

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
│
一
六
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
四
（
九
七
七
）
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
四
（
九
七
六
）
五
七
九
二

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

呼
吸
器
外
科

教
　
　
　
授

鵜

飼

光

美

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
三

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
│
六
│
一
五

T
E
L 

〇
三（
三
五
〇
一
）二
四
一
一

F
A
X 

〇
三（
三
五
八
〇
）五
四
七
七

S
M
B
C
日
興
証
券
株
式
会
社

虎
ノ
門
支
店

支
　
店
　
長

髙

橋

泰

之

〒
一
六
一
│
〇
〇
三
三

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
│
三
│
十
八

S
K
ビ
ル
S
棟
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
九
〇
六
）
五
六
二
一

株
式
会
社
安
部
日
鋼
工
業

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

立

川

敬

二

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

林

　
義

郎

副 

会 

長

公
益
社
団
法
人 

日・豪・ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
│
七
│
五

虎
ノ
門
R
o
o
t
s
21
ビ
ル 

7
F

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
二
〇
二
）二
六
〇
〇

株
式
会
社
U
A
C
J

代
表
取
締
役
社
長

兼
社
長
執
行
役
員

石

原

美

幸

明
治
記
念
館

〒
一
〇
七
│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
│
二
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
宮 

権
宮
司

明
治
記
念
館 

館
長

江

馬
　

潤
一
郎

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五

K.
A.
I
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）〇
二
〇
五

貝
印
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

〒
一
二
〇
│
〇
〇
二
五

東
京
都
足
立
区
千
住
東
二
│
二
三
│
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

　
勝

社
　
　
長

近

藤

征

雄

会
　
　
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
三
二

東
京
都
江
東
区
福
住
二
│
二
│
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
八

株
式
会
社 

桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

桜

井

美

国

〒
一
六
三
│
〇
六
〇
六

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
│
二
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
三
四
八
）一
一
一
一

大
成
建
設
株
式
会
社 

建
築
営
業
本
部
長

取
　 

締
　
役

専
務
執
行
役
員

白

川

　
浩

棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー 

石
油
資
源
開
発（
株
）秘
書
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
〇
一
〇

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョンマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

林

　
信

秀

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

常 

任 

顧 

問

取
締
役
会
長

丸

山

由

喜

丸
山
由
喜
税
理
士
事
務
所・拓
殖
大
学
大
学
院
講
師

（
株
）M
C
L
I
N
K
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ 

代
表
取
締
役

〒
一
一
五
│
〇
〇
四
二

東
京
都
北
区
志
茂
二
│
一
五
│
六

T
E
L 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
六
六
〇

F
A
X 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
七
四
五

http://m
clink.co.jp

宮

田

博

之

〒
五
〇
二
│
〇
八
一
七

岐
阜
市
長
良
福
光
二
〇
七
〇
番
地
七

長
良
川
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ一階

T
E
L 

〇
五
八
（
二
三
一
）
六
八
一
一

F
A
X 

〇
五
八
（
二
九
五
）
七
六
一
八

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

宮

南

諄

子

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
│
一
三
│
一
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
八
三
）
九
二
九
二

F
A
X 
〇
三
（
三
五
八
三
）
〇
〇
一
七

松
葉
屋
株
式
会
社

会
　
長

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会 

幹
事
長

公
認
会
計
士・税
理
士

下
呂
市
出
身

羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
八
│
九

松
涛
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ト
一
〇
二

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九

https://gifu42.net

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

〒
一
〇
一
│
〇
〇
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
│
九
│
一
二

Ｎ
Ｔ
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
六

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー
P
&
G

中

川

達

生

常
務
執
行
役
員

統
括
本
部
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

伊

藤

一

徳

〒
一
八
〇
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

一
│
五
│
一
〇
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
七
八
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
九
二
六
〇

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

会
長

株
式
会
社
ア
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

髙

井

和

伸

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
二
六
番
三
七
号

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

E
-m
ail:takai@

jupiter-law
.jp

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士（

高
山
市
久
々
野
町
出
身
、斐
太
高
校
昭
和
34
年
卒
）

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

本

田

　
勝

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

〒
一
五
〇
│
〇
〇
〇
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
│
六
│
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
六
六

学
校
法
人 

清
水
学
園 

理
事
長

平

野

信

行

各
務
原
市
出
身

東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。

東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。

小

原

　
久

東
京
岐
阜
県
人
会 

総
務・企
画
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

御
嵩
町
伏
見
出
身

阿

部

仁

美

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事 

広
報
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

副
会
長

多
治
見
市
出
身

編 

集 

後 
記

こ
れ
ま
で
小
原 

久
さ
ん
が
広
報
委
員
長
を

務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
か
ら
広
報

委
員
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
阿
部 

仁
美
で

す
。
至
ら
ぬ
点
は
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
有
用
な
情
報
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
O
n
e 

T
e
a
m
で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
73
号
編
集
時
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
河

ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
、
期
待
値
も
ふ

く
め
て
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
る
最
中
で
あ

り
、
そ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
意
識
し
つ
つ
、

岐
阜
県
の
旬
の
情
報
を
収
集
し
選
定
し
ま
し

た
。
ま
た
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ

ヤ
ー
で
も
あ
り
、
岐
阜
県
の
地
に
も
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
が
駆
け
巡
り
ま
す
。
故
郷
の
地
の
聖

火
ル
ー
ト
図
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
首

都
圏
で
の
多
忙
な
中
で
は
、な
か
な
か
キ
ャ
ッ

チ
で
き
な
い
情
報
と
し
て
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
設
立
さ
れ
た「
岐
阜
ホ
ー
ル
」、

岐
阜
県
内
で
い
た
だ
け
る
「
金
の
御
朱
印
」

情
報
な
ど
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
い
た
だ
く
の
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

毎
号
、
多
く
の
方
の
ご
厚
意
と
ご
寄
稿
に

よ
っ
て
構
成
し
て
お
り
ま
す
。
岐
阜
県
が
輩

出
し
た
多
才
で
素
晴
ら
し
い
方
々
の
存
在
を

い
つ
も
大
変
誇
り
に
感
じ
ま
す
。当
ギ
フ
ネ
ッ

ト
が
皆
様
の
故
郷
へ
の
想
い
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
号
の
編
集
を
進
め
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
が
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
心
よ
り

祈
り
ま
す
。

広
報
委
員
長

　阿
部 

仁
美



〈順不同〉

松

田

隆

利

〒
一
六
六
│
〇
〇
一
三  

杉
並
区
堀
ノ
内
二
│
四
│
一
一
│
一
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

公
害
等
調
整
委
員
会 

委
員

〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一│
五
│
一
五

V
O
R
T
平
河
町
九
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
一
二
）
五
六
七
八

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長

一般
社
団
法
人
吉
村
や
す
の
り
生
命
の
環
境
研
究
所 

代
表
理
事

吉

村

泰

典

内
閣
官
房
参
与・

慶
應
義
塾
大
学

名 

誉 

教 

授水

町

重

範

〒
一
六
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
│
二
三
│
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
六
二
七
四
）八
五
五
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

一般
社
団
法
人
運
転
従
事
者
脳
M
R
I
健
診
支
援
機
構 

代
表
理
事

水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
保
険
診
療
所

水
町
エ
ム
・
ア
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
千
駄
ヶ
谷

〒
一
六
三
│
〇
七
〇
三

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
│
七
│
一 

小
田
急
第
一生
命
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三（
三
三
四
八
）二
一
八
一（
代
）

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

水
町
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表・総
院
長

内
科
認
定
医

熊

﨑

勝

彦

熊
﨑
勝
彦
綜
合
法
律
事
務
所

所
長
弁
護
士

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
六
番
地

一
番
町
ス
ク
エ
ア
六
階
B
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
三 

（
三
二
三
四
） 

八
七
七
九

〒
102-

0082

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
四

東
京
都
文
京
区
関
口
三
│
四
│
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
一
）一
六
一
二

東
京
岐
阜
県
人
会 

副
会
長

大
垣
北
高
関
東
同
窓
会 

会
長

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京̶

日
比
谷 

会
長

（
有
） 

三
ツ
美 

社
長

東
京
岐
阜
県
人
会
特
別
顧
問

神

谷

一

雄

〒
一
〇
五
│
〇
〇
一
二

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
│
二
│
十
三

M
S
C
芝
大
門
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
三
二
）
四
七
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
三
三
）
〇
一
三
五

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

松
久
グ
ル
ー
プ

代
　
　
表

佐

藤

典

克

〒
二
五
二
│
〇
一
四
一

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
相
原
三
│
七
│
三
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
（
七
七
四
）
〇
四
二
二

携
　
帯 

〇
九
〇
（
四
二
二
四
）
九
一
五
六

日
本
工
芸
会 

正
会
員

日
本
陶
芸
美
術
協
会 

幹
事

陶
芸
作
家

縒
　
　
窯

河

村

守

康

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
│
一
│
二
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
九
一
）
五
三
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
九
一
）
五
三
七
〇

株
式
会
社
虎
ノ
門
実
業
会
館
グ
ル
ー
プ

取
締
役
会
長

佐

治

　
久

〒
二
一
六
│
八
五
一
一

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
│
一
六
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
四
（
九
七
七
）
八
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
四
（
九
七
六
）
五
七
九
二

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

呼
吸
器
外
科

教
　
　
　
授

鵜

飼

光

美

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
三

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
│
六
│
一
五

T
E
L 

〇
三（
三
五
〇
一
）二
四
一
一

F
A
X 

〇
三（
三
五
八
〇
）五
四
七
七

S
M
B
C
日
興
証
券
株
式
会
社

虎
ノ
門
支
店

支
　
店
　
長

髙

橋

泰

之

〒
一
六
一
│
〇
〇
三
三

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
│
三
│
十
八

S
K
ビ
ル
S
棟
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
九
〇
六
）
五
六
二
一

株
式
会
社
安
部
日
鋼
工
業

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

立

川

敬

二

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
顧
問

林

　
義

郎

副 

会 

長

公
益
社
団
法
人 

日・豪・ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会

〒
一
〇
五
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
│
七
│
五

虎
ノ
門
R
o
o
t
s
21
ビ
ル 

7
F

〒
一
〇
〇
│
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
│
七
│
二

東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
六
二
〇
二
）二
六
〇
〇

株
式
会
社
U
A
C
J

代
表
取
締
役
社
長

兼
社
長
執
行
役
員

石

原

美

幸

明
治
記
念
館

〒
一
〇
七
│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
│
二
│
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
宮 

権
宮
司

明
治
記
念
館 

館
長

江

馬
　

潤
一
郎

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五

K.
A.
I
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）〇
二
〇
五

貝
印
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

〒
一
二
〇
│
〇
〇
二
五

東
京
都
足
立
区
千
住
東
二
│
二
三
│
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
八
八
二
）
四
九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
八
八
八
）
六
四
三
九

美
濃
紙
業
株
式
会
社

近

藤

　
勝

社
　
　
長

近

藤

征

雄

会
　
　
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
三
二

東
京
都
江
東
区
福
住
二
│
二
│
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
四
三
）一
一
三
八

株
式
会
社 

桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

桜

井

美

国

〒
一
六
三
│
〇
六
〇
六

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
│
二
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三（
三
三
四
八
）一
一
一
一

大
成
建
設
株
式
会
社 
建
築
営
業
本
部
長

取
　 

締
　
役

専
務
執
行
役
員

白

川

　
浩

棚

橋

祐

治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内一│
七
│一二 

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー 

石
油
資
源
開
発（
株
）秘
書
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
六
二
六
八
）
七
〇
一
〇

〒一〇
〇
│
〇
〇
〇
五 

弁
護
士・弁
理
士（
シ
テ
ィ
ユ
ー
ワ
法
律
事
務
所
）

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョンマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

林

　
信

秀

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

常 

任 

顧 

問

取
締
役
会
長

丸

山

由

喜

丸
山
由
喜
税
理
士
事
務
所・拓
殖
大
学
大
学
院
講
師

（
株
）M
C
L
I
N
K
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ 

代
表
取
締
役

〒
一
一
五
│
〇
〇
四
二

東
京
都
北
区
志
茂
二
│
一
五
│
六

T
E
L 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
六
六
〇

F
A
X 

〇
三（
三
九
〇
三
）五
七
四
五

http://m
clink.co.jp

宮

田

博

之

〒
五
〇
二
│
〇
八
一
七

岐
阜
市
長
良
福
光
二
〇
七
〇
番
地
七

長
良
川
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ一階

T
E
L 

〇
五
八
（
二
三
一
）
六
八
一
一

F
A
X 

〇
五
八
（
二
九
五
）
七
六
一
八

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
取
締
役
社
長

宮

南

諄

子

〒
一
〇
七
│
〇
〇
五
二

東
京
都
港
区
赤
坂
三
│
一
三
│
一
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
五
八
三
）
九
二
九
二

F
A
X 

〇
三
（
三
五
八
三
）
〇
〇
一
七

松
葉
屋
株
式
会
社

会
　
長

八

　木

　茂

　樹

東
京
岐
阜
県
人
会 

幹
事
長

公
認
会
計
士・税
理
士

下
呂
市
出
身

羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
四
七

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
二
八
│
九

松
涛
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ト
一
〇
二

T
E
L 

〇
九
〇
（
一
五
五
四
）
三
〇
〇
九

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

会
長

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

宮

田

栄

子

東
京
岐
阜
県
人
会 

監
事

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
東
一
丁
目
二
十
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
七
五
〇
九

https://gifu42.net

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ぎ
ふ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長

〒
一
〇
一
│
〇
〇
四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
│
九
│
一
二

Ｎ
Ｔ
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
五
二
五
九
）
五
三
三
六

株
式
会
社
チ
ュ
ー
キ
ョ
ー
P
&
G

中

川

達

生

常
務
執
行
役
員

統
括
本
部
長

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

伊

藤

一

徳

〒
一
八
〇
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

一
│
五
│
一
〇
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
七
八
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
九
二
六
〇

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

会
長

株
式
会
社
ア
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

髙

井

和

伸

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
丁
目
二
六
番
三
七
号

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

E
-m
ail:takai@

jupiter-law
.jp

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士（

高
山
市
久
々
野
町
出
身
、斐
太
高
校
昭
和
34
年
卒
）

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

本

田

　
勝

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

〒
一
五
〇
│
〇
〇
〇
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
│
六
│
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
六
六

学
校
法
人 

清
水
学
園 

理
事
長

平

野

信

行

各
務
原
市
出
身

東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。

東京岐阜県人会の発展を
お祈りいたします。

小

原

　
久

東
京
岐
阜
県
人
会 

総
務・企
画
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

御
嵩
町
伏
見
出
身

阿

部

仁

美

東
京
岐
阜
県
人
会 

理
事 

広
報
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

副
会
長

多
治
見
市
出
身

編 

集 

後 

記

こ
れ
ま
で
小
原 

久
さ
ん
が
広
報
委
員
長
を

務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
か
ら
広
報

委
員
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
阿
部 

仁
美
で

す
。
至
ら
ぬ
点
は
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
有
用
な
情
報
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
O
n
e 

T
e
a
m
で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
73
号
編
集
時
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
河

ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
、
期
待
値
も
ふ

く
め
て
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
る
最
中
で
あ

り
、
そ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
意
識
し
つ
つ
、

岐
阜
県
の
旬
の
情
報
を
収
集
し
選
定
し
ま
し

た
。
ま
た
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ

ヤ
ー
で
も
あ
り
、
岐
阜
県
の
地
に
も
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
が
駆
け
巡
り
ま
す
。
故
郷
の
地
の
聖

火
ル
ー
ト
図
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
首

都
圏
で
の
多
忙
な
中
で
は
、な
か
な
か
キ
ャ
ッ

チ
で
き
な
い
情
報
と
し
て
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
設
立
さ
れ
た「
岐
阜
ホ
ー
ル
」、

岐
阜
県
内
で
い
た
だ
け
る
「
金
の
御
朱
印
」

情
報
な
ど
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
い
た
だ
く
の
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

毎
号
、
多
く
の
方
の
ご
厚
意
と
ご
寄
稿
に

よ
っ
て
構
成
し
て
お
り
ま
す
。
岐
阜
県
が
輩

出
し
た
多
才
で
素
晴
ら
し
い
方
々
の
存
在
を

い
つ
も
大
変
誇
り
に
感
じ
ま
す
。当
ギ
フ
ネ
ッ

ト
が
皆
様
の
故
郷
へ
の
想
い
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
号
の
編
集
を
進
め
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
が
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
心
よ
り

祈
り
ま
す
。

広
報
委
員
長

　阿
部 

仁
美



4月のイベント APRIL

5月のイベント MAY

6月のイベント JUNE

7月のイベント JULY

8月のイベント AUGUST

9月のイベント SEPTEMBER

春●SPRING

夏●SUMMER

秋●AUTUMN

岐阜県観光イベントカレンダー

古川祭（飛騨市） 高山祭（高山市）

淡墨桜（本巣市）

5月1日～17日
5月2日～4日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日・4日
5月3日・4日
5月3日・4日
5月3日～5日
5月3日～5日
5月3日～5日
5月3日～5日
5月4日・5日
5月5日
5月5日

4月中旬～5月上旬
4月25日
4月25日
4月25日
4月25日～5月5日
4月26日
4月29日
4月下旬
4月下旬～5月上旬
4月下旬～5月上旬

栃尾温泉さくらまつり
飛騨神岡祭
ごうどスポレクDAY2020
春季例大祭
水の都おおがきたらい舟
高橋尚子杯 ぎふ清流ハーフマラソン
富士見台高原・恵那山山開き
飛騨小坂はなももまつり
岐阜城パノラマ夜景
ぼたんまつり

高山市
飛騨市
神戸町
海津市
大垣市
岐阜市
中津川市
下呂市
岐阜市
郡上市

奥飛騨温泉郷栃尾温泉一帯
神岡町市街地
ごうど中央スポーツ公園
治水神社
水門川
岐阜メモリアルセンターほか
萬岳荘
道の駅南飛騨小坂はなもも
岐阜城
美並町 桂昌寺
大和町 古今伝授の里フィールドミュージアム

3月20日～5月7日
3月22日～4月12日
3月23日～4月12日
3月28日～4月12日
3月28日～4月5日
4月3日
4月4日・5日
4月4日・5日
4月5日
4月5日
4月5日
4月5日
4月5日
4月9日・10日
4月上旬
4月上旬
4月上旬～中旬
4月上旬～中旬
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月12日
4月12日
4月12日
4月14日・15日
4月17日～20日
4月18日・19日
4月18日・19日
4月18日・19日
4月18日～20日
4月18日～5月4日
4月19日
4月19日
4月19日
4月19日・20日
4月中旬～下旬

垂井町
可児市
海津市
大垣市
羽島市
高山市
美濃加茂市
岐阜市
岐阜市
大垣市
大垣市
可児市
揖斐川町
恵那市
中津川市
恵那市
関　市
下呂市
恵那市
美濃市
多治見市
多治見市
可児市
美濃加茂市
八百津町
岐阜市
中津川市
七宗町
高山市
郡上市
土岐市
関　市
郡上市
下呂市
羽島市
中津川市
美濃加茂市
八百津町
飛騨市
高山市

相川水辺公園
蘭丸ふる里の森
国営木曽三川公園 木曽三川公園センター
水門川
国営木曽三川公園 桜堤サブセンター
飛騨一宮水無神社
下米田町山本（諏訪神社）
中心市街地一帯
中心市街地一帯
奥の細道むすびの地記念館周辺
大垣駅前通りほか
白鬚神社
谷汲門前駐車場
恵那文化センター
苗木さくら公園
恵那峡　さざなみ公園
寺尾ヶ原千本桜公園
和佐地区
恵那峡　さざなみ公園
市街地、八幡神社
陶都創造館、本町オリベストリート周辺
市之倉町地内
花フェスタ記念公園
古井神社
大舩神社
手力雄神社
椛の湖広場
神渕神社
日枝神社周辺
名古屋市～郡上市～金沢市
セラトピア土岐
関市本町通りほか
八幡町市街地・御坊瀬戸広場
下呂交流会館
竹鼻別院
安弘見神社
太田宿中山道会館
神明神社、白髭神社
古川町市街地
臥龍公園

相川鯉のぼり一斉遊泳
美濃金山城桜まつり
木曽三川公園「チューリップ祭2020」
水の都おおがき舟下り
背割堤さくらまつり in はしま
第69回飛騨生きびな祭
諏訪神社の大祭
道三まつり
東京2020オリンピック聖火リレー
春の芭蕉祭
元気ハツラツ市
白鬚神社流鏑馬祭
谷汲さくらまつり
２０２０全国さくらシンポジウム
苗木さくら祭り
恵那峡夜桜ライトアップ
寺尾ヶ原千本桜・桜まつり
苗代桜ライトアップ
恵那峡さくらまつり
美濃まつり
たじみ陶器まつり
市之倉陶祖祭
春の無料感謝ＤＡＹ
古井神社の祭礼
八百津だんじり祭り
手力の火祭り
椛の湖さくらまつり
金弊社神渕神社例大祭
春の高山祭
さくら道国際ネイチャーラン
春の土岐市美濃焼祭り
関まつり・あんどんみこしコンクール
郡上八幡春まつり
下呂温泉いでゆ卓球大会
美濃竹鼻ふじまつり
杵振り花馬祭り
中山道春のまつり
久田見糸きりからくり祭り
古川祭
臥龍桜・桜まつり

郡上市
垂井町
羽島市
恵那市
中津川市
郡上市
東白川村
七宗町
神戸町
土岐市
下呂市
中津川市
土岐市
土岐市
土岐市
揖斐川町
大垣市
郡上市

郡上八幡城・城下町一帯
八重垣神社及び中山道垂井宿一帯
八劔神社・竹鼻商店街一円
恵那市明智町
根の上高原
白鳥町市街地一帯
東白川村中川原水辺公園
ロックガーデン
日吉神社周辺
泉町定林寺地区一帯
鳳凰座
道の駅花街道付知
織部ヒルズ
駄知町内一帯
土岐市美濃焼伝統産業会館
三輪神社周辺
大垣駅前通りほか
白鳥町長滝白山神社

5月5日
5月5日
5月9日・10日
5月9日～6月14日
5月10日
5月上旬
5月11日
5月11日～15日
5月11日～10月15日
5月15日
5月16日・17日
5月17日

5月17日
5月20日
5月31日
5月下旬～

南宮大社例大祭
願興寺薬師祭礼
大垣まつり
春のバラまつり
播隆祭・北アルプス飛騨側開山祭
安望藤園「藤まつり」
恵那山ウェストン祭
小瀬鵜飼
長良川の鵜飼
乗鞍スカイラインオープン・乗鞍岳山開き祭
バラまつり大野2020
第2回ONSEN・ガストロノミーウォーキング
　 in 中津川蛭川なんじゃもんじゃ祭り
ごうどばら祭り
乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭
第5回清流木曽川中津川リレーマラソン大会
みたけの森 花あるき

垂井町
御嵩町
大垣市
可児市
高山市
飛騨市
中津川市
関　市
岐阜市
高山市
大野町
中津川市

神戸町
高山市
中津川市
御嵩町

南宮大社
中山道みたけ館第一駐車場
大垣駅前通りほか
花フェスタ記念公園
新平湯温泉村上神社境内
安望藤園
恵那山ウェストン公園
長良川河畔小瀬
長良川河畔
乗鞍岳畳平他
バラ公園
受付:ひとつばたご広場

ばら公園いこいの広場
五色ヶ原の森案内センター
中津川公園多目的広場
御嶽宿わいわい館
みたけの森　森林学習館

6月6日
6月6日
6月6日・7日
6月6日・14日
6月7日
6月上旬
6月上旬

大垣市
本巣市
中津川市
大垣市
大垣市
下呂市
恵那市

奥の細道むすびの地記念館周辺
本巣市民スポーツプラザ
かしも明治座
明星輪寺（金生山）
大垣駅前通りほか
御嶽山濁河登山口
中野方町　坂折棚田

6月上旬～下旬
6月14日
6月14日
6月中旬～12月の毎週金曜日
6月26日
6月27日
6月下旬～7月上旬

月見の森　あじさい祭り
第９回飛騨高山ウルトラマラソン
みたけの森　ささゆりまつり
天領朝市
奥飛騨温泉郷露天風呂の日（6.26）
ONSEN・ガストロノミーウォーキングin奥飛騨
あじさいまつり

海津市
高山市
御嵩町
下呂市
高山市
高山市
関　市

月見の森
飛騨高山ビッグアリーナほか
みたけの森
飛騨萩原
奥飛騨温泉郷
奥飛騨温泉郷栃尾温泉
関市板取地内

7月17日・18日
7月18日～8月26日
7月中旬～8月
7月中旬～8月下旬の土曜日

7月25日～8月25日

「関ケ原ナイト２０２０」
白鳥おどり
岐阜城パノラマ夜景
いでゆ夜市 サマーフェスティバル
　　　　　 　　　in 下呂温泉
福地温泉夏まつり

関ケ原町
郡上市
岐阜市
下呂市

高山市

笹尾山駐車場ほか
白鳥町一円
岐阜城
下呂温泉街（阿多野谷沿い）

福地温泉

8月13日
8月13日～15日
8月13日～16日
8月14日
8月14日
8月14日
8月15日

8月15日・16日
8月16日
8月中旬
8月下旬
8月下旬

ザ・縁日＆ふるさと創生花火
白鳥おどり徹夜おどり
郡上おどり徹夜おどり
明智町納涼花火大会
郡上長良川夢花火
飛騨小坂力持ち小太郎まつり
第27回根尾川花火大会

可児夏まつり
第56回夏まつり大野おどり
各地区花火大会
長良川薪能
馬瀬川花火大会

恵那市
郡上市
郡上市
恵那市
郡上市
下呂市
大野町・
本巣市
可児市
大野町
飛騨市
岐阜市
下呂市

岩邑小学校
白鳥町、上本町ほか
八幡町、新町、橋本町、本町
大正村広場
郡上市役所大和振興事務所周辺
飛騨小坂
根尾川薮川橋上流

可児市役所駐車場
黒野駅レールパーク
古川町・宮川町・神岡町
長良川河畔特設舞台
馬瀬中切地内

おおがき芭蕉楽市
第16回本巣市花とほたる祭り
明治座クラシックコンサート
姫蛍
元気ハツラツ市
御嶽山安全祈願祭・山開き
坂折棚田 田の神様灯祭り

8月1日
8月1日
8月1日～4日
8月1日～１5日
8月2日
8月7日
8月7日
8月7日・8日
8月8日
8月9日
8月9日
8月上旬
8月12日・13日
8月13日

美濃加茂市
御嵩町
下呂市
高山市
八百津町
郡上市
郡上市
下呂市
川辺町
高山市
岐阜市
揖斐川町
中津川市
下呂市

木曽川緑地ライン公園
御嵩駅周辺
下呂温泉街
山桜神社
木曽川河畔、八百津橋付近ほか
明建神社
八幡町市街地
萩原町
川辺町役場前、飛騨川河畔
宮川弥生橋下流
長良川河畔
揖斐川河川敷（前島橋上流）
中津川河畔（桃山）、市街地
金山橋上流

おん祭MINOKAMO2020夏の陣
よってりゃあみたけ～夢いろ街道宿場まつり～
下呂温泉まつり
絵馬市
蘇水峡川まつり
薪能「くるす桜」
郡上八幡城下町花火大会
ふるさと萩原夏まつり
川辺おどり・花火大会
飛騨高山手筒花火打ち上げ
手力の火祭り・夏
いびがわの祭り「ありがとう花火」
中津川夏祭りおいでん祭・納涼花火大会
飛騨金山夏まつり

7月4日
7月4日～5日
7月5日
7月9日・8月16日・
17日・20日・9月27日
7月11日～9月5日

大垣市
高山市
大垣市
郡上市

郡上市

奥の細道むすびの地記念館周辺
乗鞍岳畳平ほか
大垣駅前通りほか
白鳥町

八幡町市街地

おおがき芭蕉楽市
乗鞍スカイラインサイクルヒムクライム
元気ハツラツ市
白鳥の拝殿踊り

郡上おどり

9月～10月中旬の土日祝
9月5日
9月6日
9月6日
9月上旬
9月上旬～10月下旬の金曜日
9月12日・13日
9月12日・13日
9月18日～

岐阜市
大垣市
大垣市
中津川市
土岐市
下呂市
可児市
郡上市
多治見市

岐阜城
奥の細道むすびの地記念館周辺
大垣駅前通りほか
かしも明治座
陶史の森
飛騨萩原
花フェスタ記念公園
寒水白山神社
セラミックパークMINO

9月19日・20日
9月中旬～下旬
9月中旬～下旬
9月21日
9月21日

9月26日
9月26日
9月26日・27日

食の祭典 in ぎふ郡上
津屋川 ひがん花まつり
木曽三川公園「秋の花物語」
多治見市制記念花火大会
ツール・ド・西美濃2020

きつね火まつり
白鳥おどり変装おどりコンクール
みのじのみのりまつり

郡上市
海津市
海津市
多治見市
西美濃地域
2市9町
飛騨市
郡上市
恵那市

大和庁舎前特設会場
津屋川堤防
国営木曽三川公園 木曽三川公園センター
陶都大橋～国長橋
岐阜西美濃地域

古川町市街地
白鳥町駅前通り
恵那駅前一帯

岐阜城パノラマ夜景
おおがき芭蕉楽市
元気ハツラツ市
加子母歌舞伎公演
陶史の森まつり
飛騨街道おし祭り
秋の無料感謝ＤＡＹ
寒水の掛けおどり
国際陶磁器フェスティバル美濃'20郡上八幡城新緑まつり

垂井曳　まつり
竹鼻まつり
光秀まつり
根の上高原つつじまつり
白鳥春まつり
つちのこフェスタ２０２０
赤池弁財天龍神祭
神戸山王まつり
定林寺まつり窯元めぐり
鳳凰座歌舞伎定期公演
付知森林の市～木のゴールデンウィーク～
土岐美濃焼まつり
だち窯やまつり
春の美濃焼伝統工芸品まつり
いび祭り
元気ハツラツ市
でででん祭り

2035年 濃姫生誕500年祭に向けて始動
濃姫まつりは「女性が主役の、女性が全力で楽しめるイベントを
作りたい」という実行委員会の熱い想いのもと形作られた新しいイベ
ントです。岐阜市が誇る二大まつり「道三まつり」「信長まつり」に肩
を並べるようなおまつりを目指して令和元年に第一回を開催しました。	

テーマは「濃姫（帰蝶）」。彼女は、今年の大河ドラマ「麒麟がくる」で人気を博す「斎藤道三」
の娘であり、戦国武将「織田信長」の正室であり、美濃國が誇る姫君です。令和の時代を自分
らしく生き抜く女性の皆様へのエールとなることを願っております。
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4月のイベント APRIL

5月のイベント MAY

6月のイベント JUNE

7月のイベント JULY

8月のイベント AUGUST

9月のイベント SEPTEMBER

春●SPRING

夏●SUMMER

秋●AUTUMN

岐阜県観光イベントカレンダー

古川祭（飛騨市） 高山祭（高山市）

淡墨桜（本巣市）

5月1日～17日
5月2日～4日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日
5月3日・4日
5月3日・4日
5月3日・4日
5月3日～5日
5月3日～5日
5月3日～5日
5月3日～5日
5月4日・5日
5月5日
5月5日

4月中旬～5月上旬
4月25日
4月25日
4月25日
4月25日～5月5日
4月26日
4月29日
4月下旬
4月下旬～5月上旬
4月下旬～5月上旬

栃尾温泉さくらまつり
飛騨神岡祭
ごうどスポレクDAY2020
春季例大祭
水の都おおがきたらい舟
高橋尚子杯 ぎふ清流ハーフマラソン
富士見台高原・恵那山山開き
飛騨小坂はなももまつり
岐阜城パノラマ夜景
ぼたんまつり

高山市
飛騨市
神戸町
海津市
大垣市
岐阜市
中津川市
下呂市
岐阜市
郡上市

奥飛騨温泉郷栃尾温泉一帯
神岡町市街地
ごうど中央スポーツ公園
治水神社
水門川
岐阜メモリアルセンターほか
萬岳荘
道の駅南飛騨小坂はなもも
岐阜城
美並町 桂昌寺
大和町 古今伝授の里フィールドミュージアム

3月20日～5月7日
3月22日～4月12日
3月23日～4月12日
3月28日～4月12日
3月28日～4月5日
4月3日
4月4日・5日
4月4日・5日
4月5日
4月5日
4月5日
4月5日
4月5日
4月9日・10日
4月上旬
4月上旬
4月上旬～中旬
4月上旬～中旬
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月11日・12日
4月12日
4月12日
4月12日
4月14日・15日
4月17日～20日
4月18日・19日
4月18日・19日
4月18日・19日
4月18日～20日
4月18日～5月4日
4月19日
4月19日
4月19日
4月19日・20日
4月中旬～下旬

垂井町
可児市
海津市
大垣市
羽島市
高山市
美濃加茂市
岐阜市
岐阜市
大垣市
大垣市
可児市
揖斐川町
恵那市
中津川市
恵那市
関　市
下呂市
恵那市
美濃市
多治見市
多治見市
可児市
美濃加茂市
八百津町
岐阜市
中津川市
七宗町
高山市
郡上市
土岐市
関　市
郡上市
下呂市
羽島市
中津川市
美濃加茂市
八百津町
飛騨市
高山市

相川水辺公園
蘭丸ふる里の森
国営木曽三川公園 木曽三川公園センター
水門川
国営木曽三川公園 桜堤サブセンター
飛騨一宮水無神社
下米田町山本（諏訪神社）
中心市街地一帯
中心市街地一帯
奥の細道むすびの地記念館周辺
大垣駅前通りほか
白鬚神社
谷汲門前駐車場
恵那文化センター
苗木さくら公園
恵那峡　さざなみ公園
寺尾ヶ原千本桜公園
和佐地区
恵那峡　さざなみ公園
市街地、八幡神社
陶都創造館、本町オリベストリート周辺
市之倉町地内
花フェスタ記念公園
古井神社
大舩神社
手力雄神社
椛の湖広場
神渕神社
日枝神社周辺
名古屋市～郡上市～金沢市
セラトピア土岐
関市本町通りほか
八幡町市街地・御坊瀬戸広場
下呂交流会館
竹鼻別院
安弘見神社
太田宿中山道会館
神明神社、白髭神社
古川町市街地
臥龍公園

相川鯉のぼり一斉遊泳
美濃金山城桜まつり
木曽三川公園「チューリップ祭2020」
水の都おおがき舟下り
背割堤さくらまつり in はしま
第69回飛騨生きびな祭
諏訪神社の大祭
道三まつり
東京2020オリンピック聖火リレー
春の芭蕉祭
元気ハツラツ市
白鬚神社流鏑馬祭
谷汲さくらまつり
２０２０全国さくらシンポジウム
苗木さくら祭り
恵那峡夜桜ライトアップ
寺尾ヶ原千本桜・桜まつり
苗代桜ライトアップ
恵那峡さくらまつり
美濃まつり
たじみ陶器まつり
市之倉陶祖祭
春の無料感謝ＤＡＹ
古井神社の祭礼
八百津だんじり祭り
手力の火祭り
椛の湖さくらまつり
金弊社神渕神社例大祭
春の高山祭
さくら道国際ネイチャーラン
春の土岐市美濃焼祭り
関まつり・あんどんみこしコンクール
郡上八幡春まつり
下呂温泉いでゆ卓球大会
美濃竹鼻ふじまつり
杵振り花馬祭り
中山道春のまつり
久田見糸きりからくり祭り
古川祭
臥龍桜・桜まつり

郡上市
垂井町
羽島市
恵那市
中津川市
郡上市
東白川村
七宗町
神戸町
土岐市
下呂市
中津川市
土岐市
土岐市
土岐市
揖斐川町
大垣市
郡上市

郡上八幡城・城下町一帯
八重垣神社及び中山道垂井宿一帯
八劔神社・竹鼻商店街一円
恵那市明智町
根の上高原
白鳥町市街地一帯
東白川村中川原水辺公園
ロックガーデン
日吉神社周辺
泉町定林寺地区一帯
鳳凰座
道の駅花街道付知
織部ヒルズ
駄知町内一帯
土岐市美濃焼伝統産業会館
三輪神社周辺
大垣駅前通りほか
白鳥町長滝白山神社

5月5日
5月5日
5月9日・10日
5月9日～6月14日
5月10日
5月上旬
5月11日
5月11日～15日
5月11日～10月15日
5月15日
5月16日・17日
5月17日

5月17日
5月20日
5月31日
5月下旬～

南宮大社例大祭
願興寺薬師祭礼
大垣まつり
春のバラまつり
播隆祭・北アルプス飛騨側開山祭
安望藤園「藤まつり」
恵那山ウェストン祭
小瀬鵜飼
長良川の鵜飼
乗鞍スカイラインオープン・乗鞍岳山開き祭
バラまつり大野2020
第2回ONSEN・ガストロノミーウォーキング
　 in 中津川蛭川なんじゃもんじゃ祭り
ごうどばら祭り
乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭
第5回清流木曽川中津川リレーマラソン大会
みたけの森 花あるき

垂井町
御嵩町
大垣市
可児市
高山市
飛騨市
中津川市
関　市
岐阜市
高山市
大野町
中津川市

神戸町
高山市
中津川市
御嵩町

南宮大社
中山道みたけ館第一駐車場
大垣駅前通りほか
花フェスタ記念公園
新平湯温泉村上神社境内
安望藤園
恵那山ウェストン公園
長良川河畔小瀬
長良川河畔
乗鞍岳畳平他
バラ公園
受付:ひとつばたご広場

ばら公園いこいの広場
五色ヶ原の森案内センター
中津川公園多目的広場
御嶽宿わいわい館
みたけの森　森林学習館

6月6日
6月6日
6月6日・7日
6月6日・14日
6月7日
6月上旬
6月上旬

大垣市
本巣市
中津川市
大垣市
大垣市
下呂市
恵那市

奥の細道むすびの地記念館周辺
本巣市民スポーツプラザ
かしも明治座
明星輪寺（金生山）
大垣駅前通りほか
御嶽山濁河登山口
中野方町　坂折棚田

6月上旬～下旬
6月14日
6月14日
6月中旬～12月の毎週金曜日
6月26日
6月27日
6月下旬～7月上旬

月見の森　あじさい祭り
第９回飛騨高山ウルトラマラソン
みたけの森　ささゆりまつり
天領朝市
奥飛騨温泉郷露天風呂の日（6.26）
ONSEN・ガストロノミーウォーキングin奥飛騨
あじさいまつり

海津市
高山市
御嵩町
下呂市
高山市
高山市
関　市

月見の森
飛騨高山ビッグアリーナほか
みたけの森
飛騨萩原
奥飛騨温泉郷
奥飛騨温泉郷栃尾温泉
関市板取地内

7月17日・18日
7月18日～8月26日
7月中旬～8月
7月中旬～8月下旬の土曜日

7月25日～8月25日

「関ケ原ナイト２０２０」
白鳥おどり
岐阜城パノラマ夜景
いでゆ夜市 サマーフェスティバル
　　　　　 　　　in 下呂温泉
福地温泉夏まつり

関ケ原町
郡上市
岐阜市
下呂市

高山市

笹尾山駐車場ほか
白鳥町一円
岐阜城
下呂温泉街（阿多野谷沿い）

福地温泉

8月13日
8月13日～15日
8月13日～16日
8月14日
8月14日
8月14日
8月15日

8月15日・16日
8月16日
8月中旬
8月下旬
8月下旬

ザ・縁日＆ふるさと創生花火
白鳥おどり徹夜おどり
郡上おどり徹夜おどり
明智町納涼花火大会
郡上長良川夢花火
飛騨小坂力持ち小太郎まつり
第27回根尾川花火大会

可児夏まつり
第56回夏まつり大野おどり
各地区花火大会
長良川薪能
馬瀬川花火大会

恵那市
郡上市
郡上市
恵那市
郡上市
下呂市
大野町・
本巣市
可児市
大野町
飛騨市
岐阜市
下呂市

岩邑小学校
白鳥町、上本町ほか
八幡町、新町、橋本町、本町
大正村広場
郡上市役所大和振興事務所周辺
飛騨小坂
根尾川薮川橋上流

可児市役所駐車場
黒野駅レールパーク
古川町・宮川町・神岡町
長良川河畔特設舞台
馬瀬中切地内

おおがき芭蕉楽市
第16回本巣市花とほたる祭り
明治座クラシックコンサート
姫蛍
元気ハツラツ市
御嶽山安全祈願祭・山開き
坂折棚田 田の神様灯祭り

8月1日
8月1日
8月1日～4日
8月1日～１5日
8月2日
8月7日
8月7日
8月7日・8日
8月8日
8月9日
8月9日
8月上旬
8月12日・13日
8月13日

美濃加茂市
御嵩町
下呂市
高山市
八百津町
郡上市
郡上市
下呂市
川辺町
高山市
岐阜市
揖斐川町
中津川市
下呂市

木曽川緑地ライン公園
御嵩駅周辺
下呂温泉街
山桜神社
木曽川河畔、八百津橋付近ほか
明建神社
八幡町市街地
萩原町
川辺町役場前、飛騨川河畔
宮川弥生橋下流
長良川河畔
揖斐川河川敷（前島橋上流）
中津川河畔（桃山）、市街地
金山橋上流

おん祭MINOKAMO2020夏の陣
よってりゃあみたけ～夢いろ街道宿場まつり～
下呂温泉まつり
絵馬市
蘇水峡川まつり
薪能「くるす桜」
郡上八幡城下町花火大会
ふるさと萩原夏まつり
川辺おどり・花火大会
飛騨高山手筒花火打ち上げ
手力の火祭り・夏
いびがわの祭り「ありがとう花火」
中津川夏祭りおいでん祭・納涼花火大会
飛騨金山夏まつり

7月4日
7月4日～5日
7月5日
7月9日・8月16日・
17日・20日・9月27日
7月11日～9月5日

大垣市
高山市
大垣市
郡上市

郡上市

奥の細道むすびの地記念館周辺
乗鞍岳畳平ほか
大垣駅前通りほか
白鳥町

八幡町市街地

おおがき芭蕉楽市
乗鞍スカイラインサイクルヒムクライム
元気ハツラツ市
白鳥の拝殿踊り

郡上おどり

9月～10月中旬の土日祝
9月5日
9月6日
9月6日
9月上旬
9月上旬～10月下旬の金曜日
9月12日・13日
9月12日・13日
9月18日～

岐阜市
大垣市
大垣市
中津川市
土岐市
下呂市
可児市
郡上市
多治見市

岐阜城
奥の細道むすびの地記念館周辺
大垣駅前通りほか
かしも明治座
陶史の森
飛騨萩原
花フェスタ記念公園
寒水白山神社
セラミックパークMINO

9月19日・20日
9月中旬～下旬
9月中旬～下旬
9月21日
9月21日

9月26日
9月26日
9月26日・27日

食の祭典 in ぎふ郡上
津屋川 ひがん花まつり
木曽三川公園「秋の花物語」
多治見市制記念花火大会
ツール・ド・西美濃2020

きつね火まつり
白鳥おどり変装おどりコンクール
みのじのみのりまつり

郡上市
海津市
海津市
多治見市
西美濃地域
2市9町
飛騨市
郡上市
恵那市

大和庁舎前特設会場
津屋川堤防
国営木曽三川公園 木曽三川公園センター
陶都大橋～国長橋
岐阜西美濃地域

古川町市街地
白鳥町駅前通り
恵那駅前一帯

岐阜城パノラマ夜景
おおがき芭蕉楽市
元気ハツラツ市
加子母歌舞伎公演
陶史の森まつり
飛騨街道おし祭り
秋の無料感謝ＤＡＹ
寒水の掛けおどり
国際陶磁器フェスティバル美濃'20郡上八幡城新緑まつり

垂井曳　まつり
竹鼻まつり
光秀まつり
根の上高原つつじまつり
白鳥春まつり
つちのこフェスタ２０２０
赤池弁財天龍神祭
神戸山王まつり
定林寺まつり窯元めぐり
鳳凰座歌舞伎定期公演
付知森林の市～木のゴールデンウィーク～
土岐美濃焼まつり
だち窯やまつり
春の美濃焼伝統工芸品まつり
いび祭り
元気ハツラツ市
でででん祭り
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